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第 2回 輪島市地域公共交通会議 議事録

日時：令和 5年 5月 25日（木）
午後 2時 00分～午後 3時 30分

場所：輪島市役所本館 3階大会議室

【輪島市地域公共交通会議 委員 20名】
（出席：17名）

・［会長］輪島市長 坂口 茂 委員

・［副会長］輪島市社会福祉協議会 上畠 忠雄 委員

・輪島市区長会長会 久保 敬夫 委員

・輪島市区長会長会 竹林 耿郎 委員

・輪島市民生委員児童委員協議会 谷 由夫 委員

・国土交通省北陸信越運輸局石川運輸支局 高橋 良一 委員

・国土交通省北陸信越運輸局石川運輸支局 高橋 岳大 委員

・石川県企画振興部新幹線・交通対策監室交通政策課 石黒 祐介 委員

・石川県警輪島警察署交通課 坂本 謙太 委員

・一般社団法人北陸 SDGs総合研究所 武田 幸夫 委員（代理出席 皆口氏）
・輪島商工会議所 久岡 政治 委員 （代理出席 坂下氏）

・門前町商工会 沢田 隆 委員

・北鉄奥能登バス株式会社 越山 誠 委員

・輪島市タクシー事業者会 町元 和夫 委員 （代理出席 町元氏）

・へぐら航路株式会社 藤田 健市 委員

・輪島市健康福祉部 刀称 真裕美 委員

・市立輪島病院 河崎 国幸 委員

（欠席：3名）
・石川県土木部奥能登土木総合事務所維持監理課 細川 恒延 委員

・輪島市建設部 福尾 原悟 委員

・輪島市教育委員会 柿本 二美代 委員

（関係者）

・損害保険ジャパン株式会社 橋本 剛 氏

【事務局】

・輪島市企画振興部 企画課：木下部長、田中課長、浅野主幹
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【第 2回 輪島市地域公共交通会議 会議次第】
1 開会
2 議事
 議案第 1号 輪島市地域公共交通計画について

3 その他
【事例紹介】金沢市におけるデマンド交通について

4 閉会

［開会挨拶］（挨拶：坂口会長）

本日は大変な中、第 2回輪島市地域公共交通会議にご出席を頂きまして誠にありがと
うございます。前回の第 1回協議会では地域の現状や公共交通の現状について審議し、
アンケート調査を実施することについてお話しました。本日は、アンケート調査の結果

の報告と合わせて、地域公共交通の課題の整理、基本的な方針、計画の目標、達成に向

けた施策について皆様にご審議していただきたいと思います。皆様もご存じの通り、高

齢化が進行しています。輪島市においては、地域公共交通は非常に大切な課題でありま

すが、課題の解決が難しいという側面もあります。何卒皆様のお力を頂きながら、輪島

市として、誰もが住み慣れた地域で安心して、暮らせるように、地域公共交通の充実を

進めていきたいと考えています。是非とも忌憚のないご意見をいただきたいと思います。

よろしくお願い致します。
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町元委員

代理：町元氏

事務局

町元委員

代理：町元氏

事務局

上畠副会長

事務局

上畠副会長

事務局

町元委員

代理：町元氏

事務局

［2．議事 議案第 1号 輪島市地域公共交通計画について
：質疑・意見交換］

（事務局 資料説明）

住民意向調査の結果にタクシーの料金の見直しとあるが、料金を

下げてほしいという要望なのか。

料金が高いという要望だと思う。

タクシー料金を平成 20 年に値上げしているが、それ以降は基本
料金の変更はしていない。

住民意向調査の意見として、ご理解頂きたい。

路線バス、離島航路、コミュニティバスの乗り継ぎ利便性の向上

とあるが、離島航路との乗り継ぎについてなのか。

離島航路とコミュニティバスが結節することが理想であるが、資

料にはバス同士の利便性向上について記載している。

地域住民のボランティアドライバーの互助による輸送とは具体

的にどのようなものか。

現在、門前の浦上地区で実施している乗合公助の一つである。地

域住民の方がボランティアで公民館まで送迎している。社会福祉協

議会を通じて、送迎に利用する車の保険料の補助を行って実施して

もらっている。

第 2回協議会資料の 14、15頁に公共交通への公的資金投入など
支援について記載があるが、タクシーを含めた大きな輪の中での支

援という認識でよいか。

タクシーも公共交通に位置づけている。公共交通毎に役割がある

と思う。それぞれを有機的に繋げネットワーク化することで公共交

通を維持していければよいと考えている。

公的資金の導入に関しては、離島航路や路線バスは赤字収支の補
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坂口会長

河崎委員

事務局

填をしている。タクシーについては、福祉サービスの中でチケット

の配布や利用対象者を限定し、サービスを展開するなど様々な方策

を検討できるので、総合的に対応していきたいと思う。

第 2 回協議会資料の 8 頁に、路線バスが令和 3 年で損益が 3 億
3,000万円の赤字、離島航路も損益が 6,800万円赤字である。これ
らを黒字化するように国からの指導もあるが難しい。

路線バスの運行について、事業者は努力しているが、利用者増加

のために利便性を高めるとコストがかかり、利便性が悪くなると利

用者が減少するため、赤字の解消は難しい。また、会社の将来性が

無くなると新しい運転手を雇用できず、運転手が集まりにくくな

る。赤字補填は行っているが、路線バスが廃止になっている現状が

あるため、サービスの低下は防ぎたい。

タクシーについても対策を充実させていく必要があると考えて

いる。

第 2回協議会資料の 16頁の目標 1の 1-3担い手（ドライバー）
の確保と記載されているが、ドライバーの高齢化が進み、ドライバ

ーが減少していく見込みに対して、今後のドライバーの必要数はど

れくらいなのか。また、ドライバーの育成とは二種免許取得を補助

するということなのか。

現在の担い手と将来的な見込みについては、今後調査をしていき

たいと思っている。

担い手にふさわしいドライバーの育成は、マナー面を想定してい

る。利用者からは公共交通の事業者への苦情がある。特に観光客か

らが多い。それらは今後観光客を呼び込む要因にも繋がると思うの

で、担い手のマナーに取り組んでいきたいと思っている。

二種免許取得の実態も把握しながら、必要であれば検討していき

たいと思う。

タクシー事業者には愛のりバス（スクールバス）の搬送業務等で

ご協力をいただいている。ドライバーの高齢化により、運行できる

車両台数やドライバー数が限界ということも聞いている。ドライバ

ー確保については、広報による募集や、誰でもすぐにドライバーに

なれるわけではないので、教育も含めて、事業者の協力のもとドラ

イバーの育成が必要だと思う。バス事業者も同様である。離島航路

も船員の確保も課題になっていると思う。それぞれの交通形態にお
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坂口会長

沢田委員

坂口会長

事務局

坂口会長

坂口会長

武田委員

代理：皆口氏

いて、課題となっているので、実情をもとに計画の詳細を検討し、

調整を図っていきたいと思う。

自動運転が実現すれば、問題は解決すると思うが、実現するには

時間がかかる。

離島航路の船員も高齢化が進み、次世代を育成しなければなら

ず、大変な思いをしながら育成しているのが現状である。

ウォーカブルシティ輪島とはどのようなものか。

輪島市は、コンパクトなまちであることから、歩けるまちづくり

を行うことで魅力を感じてもらえるのではないかという構想であ

る。それらも踏まえて、公共交通を検討していくことだと思う。

MaaSは検討するのか。

広域観光協会で能登広域MaaSを検討していたが、現在は止まっ
ている。輪島市単独での導入はもう少し調査が必要だと思ってい

る。

MaaSは、様々なデータが必要なため、広域的に各事業者と協力
のもと進めていければよいと思う。

他に意見が無ければ、議案第 1号は承認するということでよいか。

（一同、承認）

議案第 1号は、承認された。

［3．その他 【事例紹介】金沢市におけるデマンド交通について
：質疑・意見交換］

（AIオンデマンド交通の紹介（チョイソコ））
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町元委員

代理：町元氏

武田委員

代理：皆口氏

町元委員

代理：町元氏

武田委員

代理：皆口氏

事務局

町元委員

代理：町元氏

事務局

坂口会長

料金設定はどうなっているのか。

金沢市の例では、一人 300円、又は地域によっては 400円と設定
している。相乗りだから安くなるわけではない。

チョイソコの停留所の範囲はどのくらいか。

地域によって範囲は様々である。約 5km範囲内を 1台で運行し、
金沢市の場合は、さらに広範囲で運行している。人口密度、車両数、

地域の広さを勘案して設定している。

例えば、曽々木口から市内までとなると公共バスが運行している

ため、長距離での運行は想定していない。

車両 1台でカバーできる範囲は地域によって異なると思う。のら
んけバスは停留所が決まっているが、チョイソコであれば協賛して

いただいた事業者の施設がバス停となるメリットがある。

輪島市の市内は狭く、コミュニティバスも運行しているが、郊外

では在所から路線バスまでの移動手段が無い。

門前では路線バス、愛のりバス等の便数が少なく、門前町内での

移動手段が無く困っているという話を聞いているので、そのような

場所にチョイソコがあればよいのではないかと思った。

郊外には、公共交通の空白地帯になっている箇所が多くあり、そ

のような場所の移動手段を確保できればと思う。

計画には令和 6年度に実証実験を記載している。場所は検討中で
はあるが郊外で行いたいと思う。

計画策定にあたって、実証実験を行いたいと思っている。そこか

ら、課題を整理しながら検討していきたいので、先進事例・オンデ

マンド交通を紹介させてもらった。

実証実験の場所や規模は、事務局で検討させていただきたい。実

証実験の成果等の情報を共有しながら、公共交通の充実を図ってい

きたい。
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高橋（岳）委員

事務局

高橋（岳）委員

事務局

第 2回協議会資料の 14頁の目標の数値目標は次回提示するのか。

6 月中にご意見等があればいただければと思う。それを整理し、
第 3回協議会で諮りたい。数値目標は次回提示する。

国のフィーダー補助を 2路線利用しているが、来年度も補助を継
続するのであれば、第 2回協議会資料の 11頁に記載が必要である。
次回の協議会で提示してほしい。

案が出来次第、国交省と個別に相談させてもらう。

以上
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...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
. 1
6

1
0
計
画
達
成
状
況
の
評
価
 ..
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
. 2
0

1
0
-
1
 
計
画
の
推
進
体
制
 ...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
. 2
0

1
0
-
2
 
計
画
の
進
捗
管
理
 ...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
...
. 2
0

令
和
5
年
5
月
2
5
日
 

輪
 
 
島
 
 
市
 



1
 

序
-
4 
計
画
の
期
間
（
第
１
回
協
議
会
資
料
 
再
掲
）
 

計
画
の
期
間
は
令
和
6
年
～
令
和
1
5
年
ま
で
の
1
0
カ
年
と
し
、
5
年
毎
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
 

２
～
５
年
程
度
の
ス
パ
ン
で
取
り
組
み
、
 着
実
に
成
果
を
上
げ
る
公
共
交
通
に
関
す
る
短
・
中
期
的
 

目
標
と
総
合
計
画
や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、
立
地
適
正
化
計
画
と
連
動
し
た
ま
ち
づ
く
り
全
体
 

に
関
す
る
長
期
的
目
標
（
１
０
年
程
度
）
の
２
段
階
で
取
り
組
み
ま
す
。
 

【
計
画
達
成
状
況
評
価
の
イ
メ
ー
ジ
】
 

序
-
5 
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
第
１
回
協
議
会
資
料
 
再
掲
一
部
修
正
）
 

4
住
民
意
向
調
査
 

 
4
-1
住
民
意
向
調
査
の
概
要
（
次
頁
に
記
載
）
 

 

第
1
回
協
議
会
 

（
令
和
5
年
２
月
２
２
日
）
 

第
2
回
協
議
会
 

（
令
和
5
年
５
月
2
5
日
）
 

第
3
回
協
議
会
 

（
令
和
5
年
7
月
）
 

1
地
域
の
現
状
等
 

２
上
位
・
関
連
計
画
の
整
理
 

3
公
共
交
通
の
現
状
 

4
住
民
意
向
調
査
（
実
施
方
針
）
 

４
住
民
意
向
調
査
（
結
果
）
 

５
各
種
取
り
組
み
の
進
捗
状
況
 

６
地
域
公
共
交
通
の
課
題
整
理
 

７
地
域
公
共
交
通
計
画
の
基
本
的
な
方
針
 

８
計
画
の
目
標
 

９
目
標
達
成
の
た
め
の
施
策
 

１
０
計
画
達
成
状
況
の
評
価
手
法
 

計
画
案
審
議
・
策
定
 

R
5

R
6

R
7

R
8

R
9

R
1
0

R
1
1

R
1
2

R
1
3

R
1
4

R
1
5

2
0
2
3

2
0
2
4

2
0
2
5

2
0
2
6

2
0
2
7

2
0
2
8

2
0
2
9

2
0
3
0

2
0
3
1

2
0
3
2

2
0
3
3

長
期
的

P
la
n

短
・
中
期
的

P
la
n

達
成
状
況
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価

改
善
と
反
映

事
業
計
画
と
実
施

C
h
e
c
k

A
c
ti
o
n

P
la
n
見
直
し

D
o

次
期
計
画

D
o

D
o

見
直
し
に
よ
る
新
た
な
短
・
中
期
的
P
la
n

D
o

D
o

注
）青
色
網
掛
け
の
矢
印
が
当
初
に
本
計
画
で
策
定
す
る
P
la
n

輪
島
市
地
域
公
共
交
通
計
画

計
画
期
間
　
R
6
～
R
1
5

計
画
の
見
直
し

新
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
（現
行
）

H
2
7
.3
策
定
（計
画
期
間
　
H
2
7
～
R
6
年
度
）

R
4
.3
策
定
（計
画
期
間
　
H
2
9
～
R
8
年
度
）

H
2
4
.6
策
定
（計
画
基
準
年
H
2
2
(2
0
1
0
)～
目
標
年
次
H
4
2
（2
0
3
0
））

H
2
9
.3
策
定
（計
画
基
準
年
H
2
7
(2
0
1
5
)～
目
標
年
次
H
4
7
（2
0
3
5
））

R
1
1

R
1
7

2
0
3
0

2
0
3
1

2
0
3
2

2
0
3
3

2
0
3
4

R
1
2

R
1
3

R
1
4

R
1
5

R
1
6

2
0
3
5

輪
島
市
地
域
公
共
交
通
計
画
　
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
案
）

R
5

R
6

2
0
2
4

R
7

2
0
2
5

策
定
・
関
連
計
画

2
0
2
3

2
0
2
9

第
2
次
輪
島
市
総
合
計
画

輪
島
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

輪
島
市
立
地
適
正
化
計
画

R
8

R
9

R
1
0

2
0
2
6

2
0
2
7

2
0
2
8

「総
合
計
画
の
改
定
」と
「都
市
マ
ス
・立
適
の
改
定
」

を
見
据
え
た
計
画
の
見
直
し



2
 

輪
島
市
地
域
公
共
交
通
計
画
 
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
概
要



3
 



4
 

4
-2
地
区
代
表
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
 

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
も
と
に
、
地
区
代
表
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
地
区
ご
と
の
状
況
や
総
論
的
意
見
・
要
望
等
を
把
握
し
ま
す
。
 

地
区
の
意
見
を
項
目
ご
と
に
分
類
し
以
下
に
示
し
ま
す
。

意
見
の
分
類
項
目
［
凡
例
］
：
　
■
利
用
者
の
周
知
認
知
度
　
■
将
来
へ
の
不
安
　
■
利
用
者
の
利
用
意
向
　
■
公
共
交
通
の
利
便
性
　
■
公
共
交
通
の
あ
り
方
 　
■
利
用
促
進
に
関
す
る
意
見

地
区
区
分

地
区

地
区
ご
と
の
意
見
概
要

地
区
区
分
ご
と
の
意
見
ま
と
め

現
在
運
行
し
て
い
る

バ
ス
（
参
考
）

中
央
地
区

輪
島
地
区

・
高
齢
者
、
無
免
許
者
等
の
交
通
弱
者
に
お
で
か
け
バ
ス
、
福
祉
有
償
運
送
サ
ー
ビ
ス
、
利
用
助
成
制
度
が
あ
る

　
こ
と
の
情
報
発
信
、
周
知
が
必
要

輪
島
地
区

・
の
ら
ん
け
バ
ス
の
停
車
場
所
の
増
設
、
運
行
本
数
の
増
加

輪
島
地
区

・
少
子
高
齢
化
、
過
疎
化
で
の
公
共
交
通
確
保
が
困
難
な
中
、
通
院
・
通
学
・
買
物
の
為
の
地
域
毎
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ド
ラ
イ

バ
ー
に
よ
る
互
助
シ
ス
テ
ム
を
検
討
で
き
な
い
か

西
部
地
区

浦
上
地
区

・
地
区
の
約
7
0
%
は
高
齢
者
で
、
ほ
と
ん
ど
車
を
所
有
し
て
い
な
い

・
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
が
5
0
戸
ほ
ど
点
在
し
て
い
る

・
地
区
の
中
心
地
か
ら
の
距
離
が
離
れ
て
い
る

・
買
物
に
は
、
週
2
回
の
J
A
の
バ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人
が
多
い

・
買
物
、
通
院
、
地
区
の
行
事
、
公
民
館
活
動
等
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る

・
公
民
館
及
び
サ
ー
ク
ル
活
動
の
時
に
は
、
地
区
と
し
て
送
迎
（
移
動
支
援
）
を
行
っ
て
い
る
が
、
利
用
者
は
少
な
い

・
通
院
、
買
い
物
、
公
民
館
活
動
な
ど
利
用
者
の
予
定
に
合
わ
せ
た
運
行
時
間
帯
に
柔
軟
に
対
応
し
て
欲
し
い

西
保
地
区

・
今
後
、
免
許
証
返
納
が
進
み
、
運
転
で
き
な
い
高
齢
者
が
増
え
る

・
高
齢
者
の
割
合
が
多
い

・
現
在
運
転
し
て
い
る
人
は
8
0
%
で
あ
る

・
病
院
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
へ
の
買
物
に
は
公
共
交
通
が
必
要

黒
島
地
区

・
金
沢
行
の
特
急
バ
ス
が
無
く
な
り
、
穴
水
経
由
の
経
路
は
複
雑
で
時
間
が
か
か
る

・
運
転
出
来
な
く
な
っ
た
時
、
金
沢
に
行
く
ま
で
の
交
通
手
段
が
無
く
不
安

・
大
型
バ
ス
で
は
な
く
、
小
型
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
の
運
行
は
で
き
な
い
か

本
郷
地
区

・
バ
ス
利
用
で
穴
水
へ
買
物
に
行
っ
た
が
、
帰
り
の
バ
ス
の
待
ち
時
間
が
長
い
為
、
運
行
ダ
イ
ヤ
を
見
直
し
て

　
ほ
し
い

・
低
床
バ
ス
の
普
及
で
利
用
し
や
す
く
し
て
ほ
し
い

・
免
許
証
返
納
後
は
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
予
定

・
利
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
を
行
い
、
利
用
促
進
を
図
る

・
市
の
職
員
等
が
通
勤
で
公
共
交
通
を
利
用
す
る

・
市
民
の
意
識
向
上
を
図
り
、
バ
ス
を
利
用
し
な
け
れ
ば
、
減
便
さ
れ
る
事
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

門
前
地
区

・
愛
の
り
バ
ス
、
の
ら
ん
け
バ
ス
、
お
で
か
け
バ
ス
は
必
要
で
あ
る
が
、
利
用
者
が
少
な
い
路
線
の
減
便
は

　
仕
方
無
い
。
路
線
バ
ス
、
特
急
バ
ス
を
充
実
し
て
ほ
し
い

七
浦
地
区

・
愛
の
り
バ
ス
の
運
行
区
域
外
に
住
む
運
転
が
出
来
な
い
高
齢
者
に
は
買
物
や
通
院
等
は
不
便

・
バ
ス
停
ま
で
行
け
な
い
高
齢
者
の
為
に
、
お
で
か
け
バ
ス
の
運
行
を
追
加
し
て
ほ
し
い

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
で
乗
降
を
簡
単
に
し
て
ほ
し
い

阿
岸
地
区

・
J
A
の
買
い
物
バ
ス
、
大
和
病
院
の
送
迎
バ
ス
、
お
で
か
け
バ
ス
を
利
用
し
て
い
る

・
自
分
で
車
を
運
転
し
な
い
人
、
送
迎
す
る
人
が
い
な
い
方
に
は
な
く
て
は
困
る
、
存
続
し
て
欲
し
い

東
部
地
区

南
志
見
地
区
・
愛
の
り
バ
ス
の
乗
り
継
ぎ
利
便
性
や
運
行
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
が
必
要

・
市
街
地
ま
で
距
離
が
あ
る
為
、
路
線
バ
ス
は
今
後
も
存
続
し
て
ほ
し
い

・
愛
の
り
バ
ス
も
今
後
も
存
続
し
て
ほ
し
い

町
野
地
区

・
路
線
バ
ス
、
愛
の
り
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
が
あ
る
が
、
多
く
は
自
家
用
車
を
利
用
し
、
中
心
市
街
地
の
輪
島
病
院
や
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
買
物

・
高
齢
化
や
バ
ス
利
用
者
の
減
少
で
撤
退
等
が
危
惧
さ
れ
る
の
で
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
導
入
の
検
討
を
し
て

　
ほ
し
い

南
部
地
区

河
原
田
地
区
・
地
域
住
民
混
乗
ス
ク
ー
ル
バ
ス
（
愛
の
り
バ
ス
）
の
運
行
を
追
加
し
て
ほ
し
い

・
公
共
交
通
利
用
者
は
高
齢
者
、
学
生
が
ほ
と
ん
ど

・
買
物
、
通
院
の
た
め
に
公
共
交
通
は
必
要

・
雨
天
、
冬
期
で
も
利
用
で
き
る
バ
ス
停
を
整
備
し
て
欲
し
い

・
特
急
バ
ス
も
旧
道
を
通
っ
た
方
が
安
全

・
三
井
地
区
は
愛
の
り
バ
ス
で
カ
バ
ー
し
て
い
る

・
路
線
バ
ス
の
運
行
ル
ー
ト
の
う
ち
、
市
の
坂
か
ら
三
井
経
由
で
穴
水
へ
運
行
し
て
ほ
し
い

三
井
地
区

・
路
線
バ
ス

・
特
急
バ
ス

・
の
ら
ん
け
バ
ス

・
愛
の
り
バ
ス

・
交
通
弱
者
へ
の
運
行
サ
ー
ビ
ス
や
助
成
制
度
の
情
報
発
信
、
周
知
が

必
要
・
の
ら
ん
け
バ
ス
の
バ
ス
停
の
増
設
、
運
行
本
数
の
見
直
し

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
互
助
シ
ス
テ
ム
の
導
入
検
討

・
高
齢
化
が
進
展
し
て
い
る

・
地
区
の
中
心
地
か
ら
距
離
が
あ
る

・
金
沢
へ
の
特
急
バ
ス
が
な
く
な
り
、
車
以
外
の
交
通
手
段
が
無
い
為

不
安
で
あ
る

・
通
院
、
買
い
物
な
ど
今
後
の
交
通
手
段
と
し
て
公
共
交
通
は
必
要

・
運
転
免
許
返
納
後
に
公
共
交
通
を
利
用
す
る
予
定
で
あ
る

・
運
行
ル
ー
ト
、
運
行
時
間
帯
、
乗
り
継
ぎ
利
便
性
の
見
直
し

（
路
線
バ
ス
、
特
急
バ
ス
、
愛
の
り
バ
ス
、
お
で
か
け
バ
ス
、

　
の
ら
ん
け
バ
ス
）

・
利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
に
改
善
し
て
ほ
し
い

 （
分
か
り
や
す
い
運
行
経
路
、
低
床
バ
ス
の
普
及
）

・
買
物
、
通
院
の
為
の
公
共
交
通
手
段
が
不
足
し
て
い
る

・
地
区
に
よ
る
移
動
支
援
（
互
助
に
よ
る
輸
送
）
や
J
A
バ
ス
、
病
院
送

迎
バ
ス
を
利
用
し
て
い
る

・
利
用
者
の
目
的
や
予
定
に
合
わ
せ
た
運
行
時
間
帯
の
見
直
し
や
運
行

形
態
の
改
善

・
バ
ス
車
両
の
小
型
化
の
検
討

・
新
シ
ス
テ
ム
の
導
入
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
）
の
導
入
検
討

・
利
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
す
る

・
市
職
員
に
よ
る
公
共
交
通
を
通
勤
で
利
用
す
る

・
公
共
交
通
へ
の
利
用
意
識
の
向
上
を
図
る

・
乗
り
継
ぎ
利
便
性
、
運
行
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し

（
愛
の
り
バ
ス
）

・
車
が
主
な
移
動
手
段
と
な
っ
て
い
る

・
市
街
地
か
ら
離
れ
て
い
る
た
め
、
公
共
交
通
を
存
続
し
て
ほ
し
い

（
路
線
バ
ス
、
愛
の
り
バ
ス
）

・
高
齢
化
が
進
む
た
め
、
新
シ
ス
テ
ム
（
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
）
の
導

入
検
討

・
公
共
交
通
利
用
者
は
高
齢
者
、
学
生
が
ほ
と
ん
ど

・
買
い
物
、
通
院
の
た
め
に
は
公
共
交
通
は
必
要

・
混
乗
ス
ク
ー
ル
バ
ス
（
愛
の
り
バ
ス
）
の
増
便
の
検
討

・
運
行
ル
ー
ト
の
見
直
し
（
路
線
・
特
急
バ
ス
）

・
雨
天
で
も
利
用
で
き
る
バ
ス
停
の
整
備

・
路
線
バ
ス

・
愛
の
り
バ
ス

・
お
で
か
け
バ
ス

・
路
線
バ
ス

・
愛
の
り
バ
ス

・
路
線
バ
ス

・
特
急
バ
ス

・
愛
の
り
バ
ス
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5
各
種
取
り
組
み
の
進
捗
状
況
 

5
-
1 
各
種
助
成
制
度
等
の
利
用
状
況
 

 
本
市
に
お
け
る
公
共
交
通
に
関
す
る
各
種
助
成
制
度
等
と
そ
の
利
用
状
況
は
以
下
の
通
り
で
す
。
 

（
１
）
高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援
制
度
 

市
内
に
住
民
登
録
を
有
し
、
有
効
期
限
内
の
運
転
免
許
を
自
主
返
納
し
た
満
７
０
歳
以
上
の
方
 

次
の
公
共
交
通
機
関
利
用
券
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
支
給
（
２
万
円
分
・
１
回
限
り
）
 

・
県
内
タ
ク
シ
ー
券
（
石
川
県
タ
ク
シ
ー
協
会
に
加
盟
す
る
会
社
で
利
用
で
き
ま
す
）
 

・
バ
ス
回
数
券
（
北
鉄
奥
能
登
バ
ス
な
ど
北
陸
鉄
道
グ
ル
ー
プ
が
発
行
す
る
バ
ス
回
数
券
）
 

【
利
用
状
況
】
 

H
2
5

H
2
6
 

H
2
7
 

H
2
8
 

H
2
9
 

H
3
0
 

R
1
 

R
2
 

R
3
 

件
数

1
2
 

7
2
 

8
4
 

9
3
 

1
0
9
 

1
3
8
 

1
7
9
 
1
5
1
 
1
4
7
 

（
２
）
路
線
バ
ス
運
賃
助
成
制
度
 

 
 
市
内
に
住
民
登
録
を
有
し
、
路
線
バ
ス
（
北
鉄
奥
能
登
バ
ス
）
の
回
数
券
、
定
期
券
の
購
入
者
 

・
回
数
券
ま
た
は
定
期
券
の
購
入
費
用
の
２
分
の
１
（
１
０
円
未
満
切
り
捨
て
）
 

【
利
用
状
況
】
 

H
3
0
 

R
1
 

R
2
 

R
3
 

件
数
 

1
,3
0
0
 

1
,9
3
9
 

1
,3
4
2
 

1
,2
6
4
 

金
額
(千
円
）

7
,6
1
1
 

1
2
,8
6
4
 

9
,0
9
5
 

8
,8
7
0
 

（
３
）
遠
距
離
通
学
費
補
助
 

 
 
学
校
か
ら
の
通
学
距
離
が
一
定
以
上
あ
る
児
童
生
徒
に
対
し
て
通
学
費
を
補
助
 

・
児
童
に
あ
っ
て
は
通
学
距
離
が
2
ｋ
ｍ
以
上
の
者
、
生
徒
に
あ
っ
て
は
通
学
距
離
が
3
ｋ
ｍ
以
上
の
者
 

・
路
線
バ
ス
を
利
用
す
る
者
に
あ
っ
て
は
通
学
に
必
要
な
範
囲
の
定
期
券
を
支
給
し
、
そ
の
他
の
者
に
あ
っ
て
は

1
月
当
た
り
1
,0
0
0
円
を
支
給
 

【
利
用
状
況
】
 

H
2
9
 

H
3
0
 

R
1
 

R
2
 

R
3
 

件
数
 

2
7
6
 

2
4
3
 

1
5
3
 

1
4
5
 

1
6
1
 

金
額
(千
円
）

1
0
,5
7
0
 

9
,1
4
4
 

5
,9
1
8
 

5
,6
6
2
 

6
,0
3
2
 

（
４
）
県
立
高
等
学
校
生
徒
通
学
支
援
（
※
R
4
.4
 開
始
）
 

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
市
内
の
高
校
に
通
う
生
徒
 

・
運
賃
の
半
額
を
補
助
 

【
利
用
状
況
】
 

R
4
 

件
数
 

6
0
 

金
額
(千
円
）

4
,3
2
8
 

（
５
）
離
島
航
路
運
賃
補
助
 

 
 
島
民
（
島
民
カ
ー
ド
保
有
者
）
を
対
象
に
運
賃
を
割
引
 

島
民
割
引
運
賃
（
円
）

通
常
運
賃
（
往
復
の
み
）
（
円
）

大
人

往
路
 

1
,0
5
0
 

2
,3
0
0
 

復
路
 

9
4
0
 

小
人

往
路
 

5
3
0
 

1
,1
5
0
 

復
路
 

4
7
0
 

【
利
用
状
況
】
 

H
2
9
 

H
3
0
 

R
1
 

R
2
 

R
3
 

件
数
 

1
,0
3
2
 

8
5
4
 

8
0
6
 

7
1
2
 

8
3
8
 

金
額
(千
円
）

1
7
8
 

1
4
8
 

1
4
0
 

1
2
5
 

1
4
5
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5
-
2 
現
行
計
画
の
達
成
状
況
 

現
行
計
画
で
の
主
要
施
策
の
進
捗
状
況
分
析
と
評
価
を
以
下
に
示
し
ま
す
。
 

○
主
要
施
策
（
◎
重
点
施
策
）
□
検
討
課
題
 

 
評
価
は
実
施
状
況
に
よ
っ
て
判
定
し
ま
す
。
 

 
 
〇
=
実
施
、
△
=一
部
実
施
、
=
未
実
施

(1
)公
共
交
通
網
の
再
編
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
 

現
行
計
画
の
施
策
内
容
 

評
価
 

主
な
取
り
組
み
内
容
 

①
◎
既
存
路
線
の
再
編
と
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
 

重
複
す
る
路
線
の
統
合
、
運
行
方
式
の
見
直
し
に
よ

り
効
率
的
な
運
行
体
制
の
移
行
に
取
り
組
む
 

△
 

1
)お
で
か
け
バ
ス
二
又
・
入
山
コ
ー
ス
の
再
編

⇒
実
施
済
み
〇
 

2
)お
で
か
け
バ
ス
の
運
行
方
式
、
ダ
イ
ヤ
の
見

直
し
⇒
未
実
施

3
)愛
の
り
バ
ス
内
屋
・
坂
田
コ
ー
ス
の
昼
間
運

行
削
減
⇒
未
実
施

②
◎
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
活
用
 

ま
だ
混
乗
化
さ
れ
て
い
な
い
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
混
乗

化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
路
線
バ
ス
と
の
路
線
統
合

を
図
る
 

〇
 

現
計
画
策
定
H
2
7
.3
以
降
、
民
間
路
線
バ
ス

の
代
替
運
行
と
し
て
、
愛
の
り
バ
ス
4
コ
ー
ス

（
西
保
、
空
熊
、
久
川
、
七
浦
）
の
運
行
開
始

（
※
全
1
0
コ
ー
ス
）

③
□
交
通
空
白
地
域
の
住
民
へ
の
タ
ク
シ
ー
助
成

券
交
付
 

他
部
局
で
の
タ
ク
シ
ー
助
成
制
度
の
拡
大
を
検
討

し
、
交
通
空
白
地
域
の
解
消
を
目
指
す
 

未
実
施
 

④
□
デ
マ
ン
ド
方
式
の
採
用
路
線
へ
の
移
行
 

利
用
者
の
特
に
少
な
い
路
線
は
デ
マ
ン
ド
方
式
へ
の

移
行
に
よ
り
一
定
の
利
便
性
確
保
を
検
討
 

未
実
施
 

⑤
□
乗
合
タ
ク
シ
ー
拡
充
 

観
光
タ
ク
シ
ー
の
回
送
時
を
住
民
の
移
送
に
利
用
す

る
仕
組
み
の
構
築
を
検
討
 

未
実
施
 

(2
)運
行
評
価
シ
ス
テ
ム
と
連
動
し
た
運
賃
体
系
の
構
築
 

現
行
計
画
の
施
策
内
容
 

評
価
 

主
な
取
り
組
み
内
容
 

⑥
□
運
行
コ
ス
ト
、
路
線
維
持
の
必
要
・
重
要
性

等
の
路
線
評
価
に
応
じ
た
料
金
体
系
の
構
築
 

運
営
主
体
に
よ
り
差
の
あ
る
運
賃
を
是
正
し
、
適
正

な
路
線
評
価
に
基
づ
く
公
平
な
運
賃
体
系
の
構
築
を

検
討
 

〇

路
線
バ
ス
運
賃
助
成
制
度
を
実
施
（
H
3
0
～
）
 

(3
)地
域
住
民
・
団
体
等
の
公
共
交
通
手
段
確
保
へ
の
参
画
 

現
行
計
画
の
施
策
内
容
 

評
価
 

主
な
取
り
組
み
内
容
 

⑦
○
地
域
住
民
に
よ
る
自
主
運
行
バ
ス
の
試
行
 

利
用
者
の
運
賃
負
担
と
行
政
の
財
政
負
担
等
で
支
え

ら
れ
て
い
る
公
共
交
通
に
対
し
、
多
様
な
主
体
に
よ

り
協
働
で
支
え
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
を
行
い
試
行

△
 

浦
上
地
区
で
住
民
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
公
民
館

等
へ
の
輸
送
を
実
施
 

【
今
後
に
向
け
て
の
課
題
】
 

⇒
ド
ラ
イ
バ
ー
担
い
手
不
足
 

⑧
□
商
店
街
や
大
規
模
商
業
施
設
、
観
光
施
設
、

医
療
機
関
等
と
の
連
携
促
進
 

市
内
の
商
業
施
設
・
観
光
施
設
・
医
療
機
関
等
か
ら

協
賛
金
を
募
り
、
協
賛
施
設
を
巡
回
す
る
バ
ス
の
新

設
を
検
討
 

未
実
施
 

(4
)「
輪
島
元
気
タ
ク
シ
ー
」
の
運
行
 

現
行
計
画
の
施
策
内
容
 

評
価
 

主
な
取
り
組
み
内
容
 

⑨
□
介
護
予
防
目
的
の
「
保
健
体
操
教
室
」
開
催

に
合
わ
せ
た
予
約
制
タ
ク
シ
ー
の
運
行
で
、
医

療
費
支
出
削
減
効
果
を
運
行
経
費
に
還
元
、
総

合
的
に
財
政
支
出
を
縮
減
 

健
康
推
進
課
（
現
福
祉
課
）
で
の
介
護
予
防
事
業
・

高
齢
者
輸
送
サ
ー
ビ
ス
に
企
画
課
も
参
加
・
協
働
す

る
こ
と
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
拡
大
を
検
討
 

未
実
施
 

(5
)公
共
交
通
利
用
特
典
企
画
の
導
入
 

現
行
計
画
の
施
策
内
容
 

評
価
 

主
な
取
り
組
み
内
容
 

⑩
□
「
エ
コ
チ
ケ
ッ
ト
」
制
度
 

公
共
交
通
の
積
極
的
な
利
用
に
よ
り
商
業
施
設
の
割

引
券
等
が
貰
え
る
制
度
の
導
入
を
検
討
し
、
公
共
交

通
の
利
用
促
進
を
図
る
 

未
実
施
 

⑪
□
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
の
実
施
 

自
動
車
依
存
か
ら
公
共
交
通
へ
、
渋
滞
緩
和
や
環
境

負
荷
の
低
減
に
向
け
自
発
的
な
行
動
の
変
化
を
促
す
 

未
実
施
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(6
)マ
ル
チ
モ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
 

現
行
計
画
の
施
策
内
容
 

評
価

主
な
取
り
組
み
内
容
 

⑫
□
マ
ル
チ
モ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
 

市
内
の
様
々
な
ポ
ー
ト
で
自
転
車
や
電
動
カ
ー
ト
等

を
レ
ン
タ
ル
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
 

△

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
一
部
で
導
入
 

(7
)環
境
配
慮
型
車
両
へ
の
更
新
 

現
行
計
画
の
施
策
内
容
 

評
価

主
な
取
り
組
み
内
容
 

⑬
□
環
境
配
慮
型
車
両
の
導
入
 

市
内
を
走
行
す
る
自
動
車
の
台
数
削
減
と
環
境
負
荷

の
低
減
を
目
指
し
、
環
境
配
慮
型
車
両
の
導
入
に
向

け
た
検
討
を
行
う
 

未
実
施
 

⑭
□
低
炭
素
化
社
会
対
応
の
バ
ス
運
行
シ
ス
テ
ム

の
導
入
 

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
施
設
を
設
置
す
る
な
ど
、
自

動
車
か
ら
公
共
交
通
に
誘
導
す
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入

を
検
討
 

未
実
施
 

(8
)そ
の
他
 

現
行
計
画
の
施
策
内
容
 

評
価
 

主
な
取
り
組
み
内
容
 

⑮
○
事
業
デ
ー
タ
等
の
収
集
・
分
析
・
活
用
 

施
策
の
効
果
を
検
証
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
デ
ー

タ
等
の
収
集
・
分
析
・
活
用
に
努
め
る
 

△
 

一
部
デ
ー
タ
の
収
集
に
留
ま
る
 

⑯
○
Ｐ
Ｒ
 

市
広
報
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
に
て
自
主
的
な
運
転
免

許
返
納
へ
の
支
援
策
や
試
行
・
導
入
さ
れ
る
公
共
交

通
事
業
の
周
知
徹
底
を
図
る
 

△

支
援
制
度
を
実
施
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6
地
域
公
共
交
通
の
役
割
と
課
題
整
理
 

社
会
情
勢
や
上
位
計
画
の
方
針
、
公
共
交
通
の
整
備
・
利
用
状
況
な
ど
の
現
況
調
査
、
住
民
意
向
調
査
に
よ
る
住
民

ニ
ー
ズ
か
ら
、
行
政
、
交
通
事
業
者
、
地
域
住
民
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
課
題
を
整
理
し
ま
す
。
 

6
-
1 
各
指
標
か
ら
の
公
共
交
通
の
課
題
整
理
 

（
１
）
社
会
情
勢
、
上
位
関
連
計
画
の
方
針
か
ら
の
公
共
交
通
に
求
め
ら
れ
る
課
題
 

 
現
在
の
社
会
情
勢
下
に
お
い
て
、
上
位
関
連
計
画
(※
1
第
2
次
総
合
計
画
,※
2
都
市
計
画
M
P
,※
3
立
地
適
正
化
計
画
)で
示
さ
れ
て

い
る
公
共
交
通
に
関
す
る
方
針
の
実
現
に
向
け
て
、
今
後
の
公
共
交
通
に
求
め
ら
れ
る
課
題
を
以
下
に
整
理
し
ま
す
。
 

社
会
情
勢
 

上
位
計
画
の
方
針
 

公
共
交
通
に
求
め
ら
れ
る
課
題
 

人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
の
進
展
に
よ
る
 

民
間
バ
ス
路
線
の
廃

止
や
再
編
 

・
地
域
を
網
羅
す
る
高
密
度
の
公
共
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
 

・
海
上
交
通
に
お
い
て
も
既
存
の
離
島
航
路

の
維
持
(※
1
)

〇
高
齢
者
や
年
少
者
、
要
介
護
者
等
の
日

常
生
活
に
お
け
る
移
動
手
段
の
確
保
 

〇
住
民
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
運
行
及
び

サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
 

「
交
流
人
口
」
「
関
係

人
口
」
の
減
少
 

・
市
民
や
来
訪
者
の
足
と
し
て
重
要
な
役
割

を
担
う
陸
海
の
公
共
交
通
機
関
の
利
便
性
・
快

適
性
の
向
上
(※
1
)

・
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
(※
2
)

〇
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
と

強
化
 

〇
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
た
公
共
交
通

の
役
割
の
明
確
化
 

過
疎
化
、
地
域
間
格
差

の
拡
大
 

・
地
域
の
持
続
可
能
性
と
自
立
を
支
え
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
(※
3
)

・
生
活
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
 

中
心
市
街
地
に
お
け
る
「
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
シ
テ

ィ
輪
島
」
の
推
進
(※
2
) 

〇
地
域
拠
点
の
交
流
を
支
え
る
持
続
可

能
な
公
共
交
通
の
確
保
 

〇
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

支
え
る
生
活
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
 

（
２
）
公
共
交
通
の
整
備
状
況
、
利
用
状
況
か
ら
の
整
備
課
題
 

 
 
各
種
公
共
交
通
の
整
備
・
利
用
状
況
か
ら
、
今
後
の
公
共
交
通
の
整
備
課
題
を
以
下
に
整
理
し
ま
す
。
 

種
別
 

整
備
・
利
用
状
況
 

整
備
課
題
 

全
般
 

・
民
間
バ
ス
路
線
の
廃
止
に
伴
い
、
行
政
に
よ

る
代
替
運
行
（
愛
の
り
バ
ス
、
お
で
か
け
バ
ス
）

で
補
完
 

・
担
い
手
（
ド
ラ
イ
バ
ー
）
不
足
 

〇
民
間
バ
ス
路
線
・
タ
ク
シ
ー
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
、
福
祉
輸
送
の
役
割
分
担
の

検
討
 

〇
事
業
者
の
ド
ラ
イ
バ
ー
確
保
 

路
線
バ
ス
 

・
4
路
線
が
運
行
 

（
H
2
3
以
降
、
9
路
線
が
廃
止
）
 

・
回
数
券
、
定
期
券
購
入
補
助
を
実
施
 

・
利
用
者
数
は
各
路
線
と
も
若
干
減
少
傾
向
 

・
R
3
損
益
は
△
3
億
3
0
0
0
万
円
 

〇
路
線
、
利
用
者
数
の
維
持
と
収
益
の
改

善
 

〇
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス

水
準
の
維
持
・
向
上
 

特
急
バ
ス
 

・
輪
島
-金
沢
間
、
1
路
線
が
運
行
 

（
H
2
6
以
降
、
3
路
線
が
廃
止
）
 

・
利
用
者
数
は
年
間
4
～
5
万
人
を
維
持
し
て

い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
3
万
人
に
減
少
 

・
一
定
の
利
用
者
を
維
持
 

〇
路
線
、
利
用
者
数
の
維
持
 

〇
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス

水
準
の
維
持
・
向
上
 

〇
市
外
利
用
者
を
含
め
た
利
用
促
進
方

策
の
検
討
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
 

の
ら
ん
け
バ
ス
 

・
市
街
地
を
循
環
す
る
5
コ
ー
ス
で
定
期
巡

回
運
行
 

・
料
金
は
1
0
0
円
均
一
 

・
利
用
者
数
は
H
2
6
の
半
分
以
下
に
減
少
 

・
R
3
損
益
は
△
1
,6
5
0
万
円
 

〇
利
用
者
数
の
維
持
と
収
益
の
改
善
 

〇
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス

形
態
・
水
準
の
検
討
 

地
域
混
乗
ｽ
ｸｰ
ﾙ
ﾊ
ﾞ
ｽ
 

愛
の
り
バ
ス
 

・
路
線
バ
ス
の
代
替
運
行
と
し
て
ス
ク
ー
ル

バ
ス
に
地
域
住
民
が
混
乗
 

・
中
心
部
を
除
く
、
各
地
区
、
全
1
0
コ
ー
ス

で
定
期
巡
回
運
行
 

・
料
金
は
地
域
住
民
1
0
0
円
均
一
、
中
学
生

以
下
は
無
料
 

・
利
用
者
数
は
減
少
傾
向
、
コ
ー
ス
に
よ
っ
て

減
少
幅
に
違
い
 

・
R
3
損
益
は
△
6
,7
0
0
万
円
 

〇
利
用
者
（
学
生
、
一
般
利
用
者
）、
地
区
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ

ス
形
態
・
水
準
の
検
討
 

自
家
用
有
償
バ
ス
 

お
で
か
け
バ
ス
 

・
旧
門
前
町
域
の
交
通
空
白
地
域
に
向
け
て
、

4
コ
ー
ス
で
定
期
巡
回
運
行
 

・
料
金
は
1
0
0
円
均
一
で
フ
リ
ー
乗
降
可
 

・
利
用
者
数
は
ピ
ー
ク
時
の
6
割
に
減
少
 

・
R
3
損
益
は
△
7
0
0
万
円
 

〇
旧
門
前
町
域
の
特
性
・
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
サ
ー
ビ
ス
形
態
・
水
準
の
検
討
 

福
祉
有
償
バ
ス
 

・
身
体
障
害
者
、
要
介
護
者
の
医
療
機
関
ま
で

の
送
迎
と
し
て
運
行
 

・
市
へ
利
用
申
し
込
み
を
行
い
、
距
離
に
応
じ

て
限
度
額
5
千
円
で
利
用
 

・
利
用
者
数
は
ピ
ー
ク
時
の
7
割
に
減
少
 

・
R
3
損
益
は
△
2
0
0
万
円
 

〇
利
用
者
数
の
維
持
と
収
益
の
改
善
 

〇
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス

形
態
・
水
準
の
検
討
 

タ
ク
シ
ー
 

・
旧
輪
島
市
域
6
事
業
者
、
旧
門
前
町
域
1

事
業
者
で
運
行
 

・
H
2
7
に
比
べ
１
事
業
者
減
 

〇
利
用
者
数
の
維
持
と
収
益
の
改
善
 

の
と
里
山
ふ
る
さ
と
 

タ
ク
シ
ー
 

・
の
と
里
山
空
港
へ
の
予
約
制
乗
合
タ
ク
シ

ー
と
し
て
運
行
 

・
料
金
は
旧
輪
島
市
域
9
0
0
円
、
旧
門
前
町

域
1
,3
0
0
円
 

〇
周
辺
市
町
と
連
携
し
た
市
外
利
用
者

の
利
用
促
進
策
の
検
討
 

離
島
航
路
 

へ
ぐ
ら
航
路
 

・
1
日
1
往
復
の
定
期
航
路
と
し
て
運
航
 

・
料
金
は
大
人
2
,3
0
0
円
、
小
人
1
,1
5
0
円

・
利
用
者
数
は
年
間
8
千
人
を
維
持
し
て
い

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
5
千
人
に
減
少
 

・
島
民
利
用
者
は
全
体
の
約
1
割
で
島
民
以

外
が
大
半
 

・
R
3
損
益
は
△
6
,8
0
0
万
円
 

〇
舳
倉
島
へ
の
唯
一
の
交
通
手
段
で
あ

る
離
島
航
路
の
維
持
 

〇
利
用
者
（
島
民
、
島
民
以
外
）
そ
れ
ぞ

れ
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
水
準

の
検
討
 

〇
大
半
を
占
め
る
市
外
利
用
者
を
含
め

た
利
用
促
進
方
策
の
検
討
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（
３
）
住
民
意
向
調
査
か
ら
の
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
課
題
 

 
 
住
民
意
向
調
査
に
よ
る
利
用
実
態
や
要
望
等
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
、
今
後
の
公
共
交
通
に
求
め
ら
れ
る
課
題

を
以
下
に
整
理
し
ま
す
。
 

意
見
・
意
向
種
別
 

内
容
 

公
共
交
通
に
求
め
ら
れ
る
課
題
 

利
用
実
態
 

・
日
常
生
活
（
通
勤
通
学
、
買
い
物
、
通
院
）

に
利
用
す
る
交
通
手
段
は
自
動
車
が
約
6
～
8

割
、
公
共
交
通
の
利
用
は
約
１
割
程
度
 

・
観
光
等
で
は
自
動
車
の
他
、
特
急
バ
ス
も
利

用
 

・
今
後
、
将
来
の
利
用
意
向
は
路
線
・
特
急
バ

ス
、
の
ら
ん
け
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
が
4
～
5
割

・
現
在
の
公
共
交
通
の
効
率
的
な
運
行
や
デ

マ
ン
ド
型
導
入
の
要
望
が
３
～
4
割
 

〇
利
用
目
的
・
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
公
共
交

通
の
役
割
分
担
の
検
討
 

〇
利
用
目
的
・
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ

ス
形
態
・
水
準
の
検
討
 

〇
公
共
交
通
利
用
意
識
の
醸
成
方
策
の

検
討
 

利
便
性
に
関
す
る
 

意
見
・
要
望
 

・
路
線
・
特
急
バ
ス
の
「
運
行
時
間
帯
」
「
便

数
」、
タ
ク
シ
ー
の
「
運
賃
」
に
対
す
る
改
善

・
の
ら
ん
け
バ
ス
の
時
間
が
病
院
の
診
察
時

間
に
会
わ
な
い
 

・
タ
ク
シ
ー
は
人
手
不
足
で
予
約
で
き
な
い
 

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
、
情
報
案
内
シ
ス
テ
ム

な
ど
新
技
術
の
導
入
 

〇
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス

水
準
の
検
討
 

〇
利
便
性
を
高
め
る
新
技
術
の
導
入
検

討
 

〇
事
業
者
の
ド
ラ
イ
バ
ー
確
保
 

施
設
整
備
に
関
す
る
 

意
見
・
要
望
 

・
道
の
駅
輪
島
や
バ
ス
停
の
整
備
 

・
バ
ス
停
上
屋
の
整
備
 

〇
利
用
し
や
す
い
環
境
整
備
の
検
討
 

周
知
に
関
す
る
要
望
 
・
公
共
交
通
の
種
別
に
よ
り
認
知
度
に
ば
ら

つ
き
が
あ
る
 

・
の
ら
ん
け
、
愛
の
り
、
お
で
か
け
バ
ス
を
知

ら
な
い
、
知
ら
な
い
か
ら
利
用
し
な
い
、
周
知

し
て
欲
し
い
 

〇
地
域
住
民
誰
で
も
が
分
か
り
や
す
い

周
知
方
法
へ
の
改
善
、
検
討
 

利
用
促
進
や
 

将
来
・
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
意
見
・
要
望
 

・
高
齢
化
、
過
疎
化
に
よ
る
将
来
へ
の
不
安

（
特
に
旧
門
前
町
域
）
 

・
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
と
連
携
し
た
利
用
促

進
 

〇
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
公
共
交
通
網

の
検
討
 

〇
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
た
公
共
交
通

網
の
構
築
 

6
-
2
 
公
共
交
通
の
課
題
と
課
題
解
決
の
方
向
性
 

 
 
各
指
標
か
ら
の
課
題
を
「
地
域
住
民
の
日
常
生
活
に
関
す
る
視
点
」「
来
訪
者
も
含
め
た
広
域
的
な
視
点
」「
持
続

可
能
な
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
関
す
る
視
点
」
の
3
つ
の
視
点
か
ら
整
理
し
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
方
向
性
を
示

し
ま
す
。
 

視
点
 

課
題
 

課
題
解
決
の
方
向
性
 

地
域
住
民
の
 

日
常
生
活
に
 

関
す
る
視
点
 

〇
高
齢
者
や
年
少
者
、
要
介
護
者
等
の
日
常
生

活
に
お
け
る
移
動
手
段
の
確
保
 

〇
舳
倉
島
へ
の
唯
一
の
交
通
手
段
で
あ
る
離
島

航
路
の
維
持
 

〇
民
間
バ
ス
路
線
・
タ
ク
シ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
、
福
祉
輸
送
の
役
割
分
担
の
検
討
 

〇
利
用
目
的
・
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
公
共
交
通
の

役
割
分
担
の
検
討
 

〇
交
通
事
業
者
の
ド
ラ
イ
バ
ー
確
保
 

〇
路
線
、
利
用
者
数
の
維
持
と
収
益
の
改
善
 

〇
利
用
者
（
学
生
、
一
般
利
用
者
）、
地
区
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
形
態
・

水
準
の
検
討
 

〇
利
用
し
や
す
い
環
境
整
備
の
検
討
 

〇
地
域
住
民
誰
で
も
が
分
か
り
や
す
い
周
知
方

法
へ
の
改
善
、
検
討
 

官
民
連
携
に
よ
る
地
域
住
民
の
日
常
生

活
を
支
え
る
陸
上
・
海
上
交
通
手
段
の

維
持
・
確
保
 

利
用
目
的
・
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
交
通
手

段
の
役
割
の
明
確
化
と
サ
ー
ビ
ス
水
準

の
向
上
 

利
用
者
ニ
ー
ズ
と
収
益
改
善
を
目
指
し

た
サ
ー
ビ
ス
形
態
へ
の
転
換
 

誰
も
が
快
適
に
利
用
で
き
る
交
通
環
境

へ
の
改
善
 

誰
も
が
分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
へ
の

改
善
 

来
訪
者
も
含
め
た
 

広
域
的
な
視
点
 

〇
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
と
強
化
 

〇
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
た
公
共
交
通
の
役
割

の
明
確
化
と
公
共
交
通
網
の
構
築
 

〇
市
外
利
用
者
を
含
め
た
周
辺
市
町
と
連
携
し

た
利
用
促
進
策
の
検
討
 

来
訪
者
も
含
め
た
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
確
保
と
周
辺
市
町
と
連
携
し
た
利
用

促
進
 

ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
た
ハ
ー
ド
、
ソ

フ
ト
両
面
か
ら
の
公
共
交
通
施
策
の
構

築
 

持
続
可
能
な
 

公
共
交
通
の
 

あ
り
方
に
関
す
る

視
点
 

〇
交
通
事
業
者
の
ド
ラ
イ
バ
ー
確
保
（
再
掲
）

〇
路
線
、
利
用
者
数
の
維
持
と
収
益
の
改
善
（
再

掲
）
 

〇
地
域
拠
点
の
交
流
を
支
え
る
持
続
可
能
な
公

共
交
通
の
確
保
 

〇
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る

生
活
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
 

〇
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
公
共
交
通
網
の
検
討

〇
公
共
交
通
利
用
意
識
醸
成
方
策
の
検
討
 

〇
利
便
性
を
高
め
る
新
技
術
の
導
入
検
討
 

地
域
間
の
交
流
を
促
進
す
る
、
持
続
可

能
な
公
共
交
通
網
の
構
築
 

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
生
活
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
 

持
続
可
能
な
公
共
交
通
を
実
現
す
る
利

用
者
意
識
の
醸
成
 

次
世
代
に
対
応
し
た
公
共
交
通
サ
ー
ビ

ス
の
実
現
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7
地
域
公
共
交
通
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方
 

7
-
1 
基
本
的
な
考
え
方
 

輪
島
市
に
お
い
て
も
人
口
減
少
の
本
格
化
に
伴
い
、
公
共
交
通
に
あ
っ
て
は
民
間
の
バ
ス
路
線
の
廃
止
や
再
編
な
ど

に
よ
り
維
持
・
確
保
が
厳
し
い
中
、
高
齢
者
や
年
少
者
、
要
介
護
者
等
の
移
動
手
段
の
確
保
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。
 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
「
後
期
総
合
計
画
」
の
視
点
で
あ
る
S
D
G
s
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
 

「
9
．
産
業
と
技
術
革
新
の
基
盤
を
つ
く
ろ
う
」
 

「
1
1
．
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
」
 

の
目
標
実
現
に
向
け
て
、
多
様
な
関
係
者
と
連
携
し
な
が
ら
公
共
交
通
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
公

共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
確
保
に
資
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。
 

ま
た
、
市
民
や
来
訪
者
の
移
動
手
段
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
う
陸
海
の
公
共
交
通
機
関
の
利
便
性
・
快
適
性
の
向

上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
の
と
里
山
空
港
や
金
沢
市
と
の
連
携
強
化
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
た
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
 

7
-
2
 
基
本
方
針
 

地
域
公
共
交
通
計
画
の
「
３
つ
の
基
本
方
針
と
要
旨
」
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
 

Ⅰ
地
域
住
民
の
た
め
の
持
続
可
能
な
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地
域
住
民
が
日
常
生
活
を
営
む
上
に
お
い
て
、
生
活
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
担
う
陸
上
・
海
上
公
共
交
通
サ
ー

ビ
ス
を
維
持
し
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。
 

民
間
路
線
バ
ス
の
運
行
維
持
・
連
携
強
化
や
タ
ク
シ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
福
祉
輸
送
バ
ス
、
海
上
交
通
に

お
い
て
も
舳
倉
島
へ
の
唯
一
の
交
通
手
段
で
あ
る
既
存
の
離
島
航
路
の
維
持
な
ど
、
官
民
が
連
携
し
利
用
者
の
目
的

や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
、
き
め
細
や
か
な
高
密
度
の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
 

ま
た
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
、
収
益
改
善
も
視
野
に
入
れ
た
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
新
た
な
運

行
形
態
（
デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど
）
を
検
討
し
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
に
よ
り
、
行
政
・
事
業
者
も
健
全
な
状
態
で
運

行
で
き
る
持
続
可
能
な
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
ま
す
。
 

あ
わ
せ
て
、
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
交
通
環
境
整
備
や
分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
へ
の
改
善
な
ど
に
よ
り
利
便

性
の
向
上
を
図
り
、
快
適
な
交
通
環
境
を
目
指
し
ま
す
。
 

Ⅱ
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
た
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

公
共
交
通
は
地
域
住
民
と
と
も
に
、
観
光
客
な
ど
来
訪
者
に
と
っ
て
も
重
要
な
役
割
を
担
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
 

の
と
里
山
空
港
や
金
沢
駅
を
つ
な
ぐ
路
線
・
特
急
バ
ス
な
ど
、
周
辺
市
町
と
連
携
し
た
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維

持
を
図
り
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
利
用
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。
 

空
港
・
バ
ス
・
海
上
航
路
等
に
お
け
る
乗
り
継
ぎ
の
円
滑
化
（
シ
ー
ム
レ
ス
化
）
、
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な

ど
交
通
結
節
点
の
機
能
強
化
・
利
便
性
向
上
を
図
り
ま
す
。
 

あ
わ
せ
て
、
県
内
で
も
有
数
の
広
い
面
積
を
有
す
る
本
市
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
連
携
し
、
交
流
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
 

地
域
間
の
交
流
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
た

め
の
生
活
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。
 

ま
た
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
と
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
ま
ち
な
か
へ
の
誘
客
を
推
進
し
、

過
度
に
自
動
車
に
頼
ら
な
い
「
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
シ
テ
ィ
輪
島
」
を
め
ざ
し
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
施
策
両
面
か
ら
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
繋
げ
ま
す
。
 

Ⅲ
地
域
と
共
に
支
え
る
公
共
交
通
機
関
の
維
持
と
利
用
促
進
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
生
活
基
盤
と
な
る
持
続
可
能
な
公
共
交
通
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
、
官
民
が
連
携
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
の
協
力
も
必
要
で
す
。
 

「
過
度
に
自
動
車
に
頼
る
状
態
」
か
ら
「
公
共
交
通
や
徒
歩
等
を
含
め
た
多
様
な
交
通
手
段
を
適
度
に
利
用
す
る

状
態
」
へ
と
変
え
て
い
く
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
り
、
市
民
の
公
共
交
通
利
用
意
識
を
醸
成
し
、
ま
ち
づ

く
り
の
取
り
組
み
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
と
と
も
に
支
え
る
持
続
可
能
な
公
共
交
通
を
目
指
し
ま
す
。
 

あ
わ
せ
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
や
M
a
a
S
(注
1
) の
取
り
組
み
、
環
境
に
配
慮
し
た
車
両
へ
の
更
新
な
ど
、
交
通

分
野
に
お
け
る
D
X
(注
２
) ,G
X
(注
3
) を
推
進
し
新
技
術
の
導
入
に
よ
る
利
用
促
進
を
検
討
す
る
と
共
に
、
次
世
代
に
対

応
し
た
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を
目
指
し
、
次
世
代
に
受
け
継
ぎ
ま
す
。
 

【
後
期
総
合
計
画
に
示
さ
れ
る
公
共
交
通
に
関
す
る
S
D
G
s
の
視
点
】
 

(注
1
)M
a
a
S
（
マ
ー
ス
：
M
o
b
ili
ty
 a
s
 a
 S
e
rv
ic
e
）
 

利
用
者
の
移
動
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
、
複
数
の
公
共
交
通
や
そ
れ
以
外
の
移
動
サ
ー
ビ
ス
を
最
適
に
組
み
合
わ
せ
て
検

索
・
予
約
・
決
済
等
を
一
括
で
行
う
サ
ー
ビ
ス
 

(注
２
) 
D
X
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
 

社
会
経
済
状
況
の
激
し
い
変
化
に
対
応
し
、
デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
、
国
民
の
ニ
ー
ズ
を
基
に
社
会
資
本

や
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
変
革
す
る
と
共
に
、
業
務
そ
の
も
の
や
、
組
織
、
プ
ロ
セ
ス
、
文
化
・
風
土
や
働
き
方
を
変
革
し
、
イ

ン
フ
ラ
へ
の
国
民
理
解
を
促
進
す
る
と
共
に
、
安
全
・
安
心
で
豊
か
な
生
活
を
実
現
す
る
仕
組
み
 

(注
3
)G
X
(グ
リ
ー
ン
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
) 

地
球
温
暖
化
や
環
境
破
壊
、
気
候
変
動
な
ど
を
引
き
起
こ
す
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
削
減
し
、
環
境
改
善
と
共
に
経
済

社
会
シ
ス
テ
ム
の
改
革
を
行
う
対
策
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7
-
3 
公
共
交
通
の
整
備
方
針
 

 
本
市
の
公
共
交
通
の
骨
格
と
な
る
幹
線
系
統
と
し
て
、
金
沢
市
や
隣
接
市
町
の
医
療
機
関
、
高
校
を
連
絡
す
る
路
線
バ
ス
（
輪
島
線
、
穴
水
線
、
穴
水
輪
島
線
、
町
野
線
）、
特
急
バ
ス
（
輪
島
特
急
線
）
及
び
舳
倉
島
へ
の
唯
一
の
離
島
航
路
（
へ

ぐ
ら
航
路
）
を
位
置
づ
け
ま
す
。
道
の
駅
輪
島
ふ
ら
っ
と
訪
夢
・
市
立
輪
島
病
院
、
門
前
総
持
寺
、
町
野
中
心
部
、
能
登
三
井
駅
及
び
航
空
便
と
の
連
絡
拠
点
で
あ
る
、
の
と
里
山
空
港
を
交
通
結
節
点
と
し
て
、
市
外
の
交
通
結
節
点
（
金
沢
駅
、
穴

水
此
木
、
穴
水
駅
・
穴
水
総
合
病
院
、
能
登
町
役
場
・
能
登
高
校
）
と
連
携
し
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
ま
す
。
 

 
交
通
結
節
点
を
起
点
に
地
域
内
や
地
域
間
を
移
動
す
る
支
線
系
統
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
の
ら
ん
け
バ
ス
）、
自
家
用
有
償
バ
ス
（
お
で
か
け
バ
ス
）、
小
中
学
校
・
路
線
バ
ス
停
と
各
集
落
を
連
絡
す
る
地
域
混
乗
ス
ク
ー
ル
バ
ス

（
愛
の
り
バ
ス
）、
の
と
里
山
空
港
ふ
る
さ
と
タ
ク
シ
ー
を
位
置
づ
け
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
新
規
導
入
を
検
討
す
る
デ
マ
ン
ド
交
通
に
よ
り
生
活
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
ま
す
。
 

 
ま
た
、
市
内
タ
ク
シ
ー
の
面
的
運
行
や
福
祉
有
償
バ
ス
、
新
規
導
入
を
検
討
す
る
互
助
に
よ
る
輸
送
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
な
ど
、
目
的
・
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
住
民
の
生
活
を
支
え
ま
す
。
 

【
幹
線
系
統
、
支
線
系
統
、
交
通
結
節
点
の
位
置
づ
け
】
 

系
統
 

起
終
点
 

役
割
 

幹
線
系
統
 

路
線
バ
ス
 
輪
島
線
 

道
の
駅
輪
島
・
市
立
輪
島
病
院
～
門
前
総
持
寺
 

輪
島
中
央
地
区
と
輪
島
西
部
地
区
（
旧
門
前
町
域
）
を
連
絡
 

路
線
バ
ス
 
穴
水
線
 

門
前
総
持
寺
～
穴
水
総
合
病
院
、
穴
水
駅
 

輪
島
西
部
地
区
（
旧
門
前
町
域
）
と
隣
接
す
る
穴
水
町
の
医
療
機
関
、
鉄
道
駅
を
連
絡
 

路
線
バ
ス
 
穴
水
輪
島
線
 

道
の
駅
輪
島
・
市
立
輪
島
病
院
～
穴
水
総
合
病
院
、
穴
水
駅
 

輪
島
中
央
地
区
、
輪
島
南
部
地
区
と
隣
接
す
る
穴
水
町
の
医
療
機
関
、
鉄
道
駅
を
連
絡
 

路
線
バ
ス
 
町
野
線
 

道
の
駅
輪
島
・
市
立
輪
島
病
院
～
能
登
高
校
、
能
登
町
役
場
 

輪
島
中
央
地
区
、
輪
島
東
部
地
区
と
隣
接
す
る
能
登
町
の
高
校
、
役
場
を
連
絡
 

路
線
バ
ス
 
輪
島
特
急
線
 

道
の
駅
輪
島
・
市
立
輪
島
病
院
～
金
沢
駅
 

輪
島
中
央
地
区
、
輪
島
南
部
地
区
と
県
庁
所
在
地
金
沢
駅
を
連
絡
 

離
島
航
路
 
へ
ぐ
ら
航
路
 

輪
島
港
～
舳
倉
島
 

輪
島
港
と
舳
倉
島
を
連
絡
す
る
唯
一
の
交
通
手
段
 

支
線
系
統
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
 の
ら
ん
け
バ
ス
 

道
の
駅
輪
島
を
起
点
に
循
環
運
行
（
市
立
輪
島
病
院
 
経
由
）
 

幹
線
系
統
交
通
結
節
点
（
道
の
駅
輪
島
）
と
輪
島
中
心
部
を
連
絡
 

自
家
用
有
償
バ
ス
 
お
で
か
け
バ
ス
 

門
前
町
中
心
部
～
各
集
落
 

幹
線
系
統
交
通
結
節
点
（
門
前
総
持
寺
）
と
各
集
落
を
連
絡
 

地
域
混
乗
ス
ク
ー
ル
バ
ス
 
愛
の
り
バ
ス
 

小
中
学
校
、
路
線
バ
ス
停
～
各
集
落
 

小
中
学
校
、
路
線
バ
ス
停
と
各
集
落
を
連
絡
 

デ
マ
ン
ド
交
通
（
新
規
導
入
検
討
）
 

 
路
線
バ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
を
補
完
 

の
と
里
山
ふ
る
さ
と
タ
ク
シ
ー
 
 

の
と
里
山
空
港
～
能
登
地
域
 

空
港
結
節
点
（
の
と
里
山
空
港
）
と
能
登
地
域
を
連
絡
 

補
助
・
補
完
交
通
 

市
内
タ
ク
シ
ー
 

市
内
全
域
 

市
域
を
面
的
に
連
絡
 

福
祉
有
償
バ
ス
 

自
宅
～
医
療
機
関
 

身
体
障
害
者
、
要
介
護
者
の
移
動
支
援
 

互
助
に
よ
る
輸
送
（
新
規
導
入
検
討
）
 

各
集
落
～
公
民
館
、
バ
ス
停
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
交
通
空
白
地
域
の
解
消
 

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
 
楽
輪
々
(ら
く
り
ん
り
ん
)
道
の
駅
輪
島
ふ
ら
っ
と
訪
夢
、
海
の
駅
（
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
）
 

禅
の
里
交
流
館
（
門
前
）
、
ふ
る
さ
と
体
験
実
習
館
（
町
野
）
 

観
光
客
、
来
訪
者
、
市
民
の
ま
ち
な
か
周
遊
の
促
進
 

交
通
結
節
点
 

道
の
駅
輪
島
ふ
ら
っ
と
訪
夢
・
市
立
輪
島
病
院
、
門
前
総
持
寺
、
町
野
中
心
部
、
能
登
三
井
駅
 

（
の
と
里
山
空
港
）
 

各
拠
点
に
位
置
し
、
幹
線
系
統
と
支
線
系
統
を
連
絡
 

（
航
空
便
と
の
連
絡
）
 

市
外
の
交
通
結
節
点
 

（
金
沢
駅
、
穴
水
此
の
木
、
穴
水
駅
・
穴
水
総
合
病
院
、
能
登
町
役
場
・
能
登
高
校
）
 

幹
線
系
統
の
市
外
拠
点
と
の
連
絡
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整
備
方
針
図
 

　
幹
線
系
統

　
支
線
系
統

補
助
・
補
完
交
通

　
路
線
バ
ス

　
特
急
バ
ス

の
ら
ん
け
バ
ス

 ・
市
内
タ
ク
シ
ー

輪
島
線

輪
島
特
急
線

愛
の
り
バ
ス

 ・
福
祉
有
償
バ
ス
（
市
内
全
域
）

穴
水
線

お
で
か
け
バ
ス

 ・
互
助
に
よ
る
輸
送
 （
新
規
導
入
検
討
）

穴
水
輪
島
線

　
離
島
航
路

・
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
 （
楽
輪
々
（
ら
く
り
ん
り
ん
）
）

町
野
線

へ
ぐ
ら
航
路

交
通
結
節
点

・
デ
マ
ン
ド
交
通
（
新
規
導
入
検
討
）

・
の
と
里
山
空
港
ふ
る
さ
と
タ
ク
シ
ー

穴
水
線

お
で
か
け
バ
ス

お
で
か
け
バ
ス
 

①
市
街
地

門
前
総
持
寺

至
金
沢
駅

穴
水
駅

穴
水
此
木 穴
水
総
合
病
院

の
と
里
山
空
港

至
大
谷
、
飯
田
高
校

町
野
中
心
部

三
井
駅

輪
島
南
部
地
区
 

（
三
井
、
河
原
田
の
一
部
）

輪
島
東
部
地
区
 

（
町
野
、
南
志
見
、
鵠
巣
の
一
部
）

輪
島
西
部
地
区
 

（
西
保
、
七
浦
、
浦
上
、
本
郷
、
諸
岡
、
門
前
、

黒
島
、
阿
岸
、
仁
岸
、
大
屋
の
一
部
）
 

輪
島
中
央
地
区
 

（
都
市
計
画
区
域
）

舳
倉
島
 

②
門
前
中
心
部

③
三
井
駅
周
辺

④
町
野
中
心
部

能
登
町
役
場

能
登
高
校

市
立
輪
島
病
院

道
の
駅
輪
島
ふ
ら
っ
と
訪
夢
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道
の
駅
輪
島
ふ
ら
っ
と
訪
夢

市
立
輪
島
病
院

の
ら
ん
け
バ
ス
 

①
市
街
地
 
拡
大
図

舳
倉
島

穴
水
線
 

門
前
中
学
校
 

愛
の
り
バ
ス
 

②
門
前
中
心
部
 
拡
大
図

門
前
高
校

門
前
総
持
寺

③
町
野
中
心
部
 
拡
大
図

町
野
中
心
部

愛
の
り
バ
ス
 

愛
の
り
バ
ス
 

④
三
井
駅
周
辺
 
拡
大
図

の
と
里
山
空
港

三
井
駅
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8
計
画
の
目
標
 

基
本
方
針
実
現
の
た
め
に
地
域
公
共
交
通
の
あ
る
べ
き
姿
を
具
体
的
に
目
標
と
し
て
設
定
し
、
目
標
の
達
成
状
況
を
定
量
的
・
客
観
的
に
評
価
す
る
た
め
の
数
値
指
標
を
設
定
し
ま
す
。
 

目
標
１
 
官
民
連
携
に
よ
る
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
・
形
成
 

高
齢
者
や
年
少
者
、
要
介
護
者
の
日
常
生
活
の
移
動
手
段
の
確
保
が
求
め
ら
れ
る
中
、
本
市
の
骨
格
と
な
る
路
線
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
離
島
航
路
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
維
持
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

そ
れ
ぞ
れ
の
公
共
交
通
の
役
割
（
整
備
方
針
）
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
官
民
が
連
携
し
て
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

各
公
共
交
通
の
乗
り
継
ぎ
利
便
性
の
向
上
や
新
た
な
運
行
形
態
の
導
入
検
討
な
ど
に
よ
り
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
、
事
業
収
支
の
改
善
を
目
指
し
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
 

【
主
な
取
り
組
み
】
 

1
-
1
民
間
路
線
バ
ス
、
離
島
航
路
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
乗
り
継
ぎ
利
便
性
向
上
 

1
-
2
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
新
た
な
運
行
形
態
（
デ
マ
ン
ド
交
通
、
互
助
に
よ
る
輸
送
）
の
導
入
検
討
 

1
-
3
官
民
連
携
に
よ
る
事
業
者
担
い
手
（
ド
ラ
イ
バ
ー
）
の
確
保
 

【
目
標
指
標
】
 

■
路
線
バ
ス
、
離
島
航
路
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用
者
数
 

■
公
共
交
通
の
収
支
 

■
公
共
交
通
へ
の
公
的
資
金
投
入
額
 

■
既
存
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
デ
マ
ン
ド
交
通
の
公
的
資
金
投
入
額
 

■
公
共
交
通
人
口
カ
バ
ー
率
 

■
官
民
が
連
携
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
実
施
件
数
、
採
用
者
数
 

目
標
２
 
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
快
適
な
交
通
環
境
の
整
備
 

公
共
交
通
の
利
用
者
を
増
や
し
て
い
く
た
め
に
は
、
誰
も
が
分
か
り
や
す
く
、
利
用
し
や
す
い
交
通
環
境
が
必
要
で
す
。
 

分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
な
ど
交
通
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
 

ま
た
、
交
通
結
節
点
で
あ
る
道
の
駅
輪
島
ふ
ら
っ
と
訪
夢
に
隣
接
す
る
文
化
会
館
・
市
立
図
書
館
は
老
朽
化
に
伴
う
新
た
な
整
備
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
公
共
交
通
の
利
用
促
進
も
含
め
、
文
化
会
館
・
図
書
館
整
備
と
連
携

し
な
が
ら
、
道
の
駅
輪
島
ふ
ら
っ
と
訪
夢
の
機
能
強
化
の
方
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
 

【
主
な
取
り
組
み
】
 

2
-
1
誰
で
も
分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
へ
の
改
善
 

2
-
2
関
連
施
設
整
備
（
文
化
会
館
・
図
書
館
）
も
含
め
た
交
通
結
節
点
（
道
の
駅
輪
島
ふ
ら
っ
と
訪
夢
）
の
機
能
強
化
の
検
討
 

【
目
標
指
標
】
 

 
 
■
路
線
バ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用
者
数
 

 
 
■
公
共
交
通
の
認
知
度
、
満
足
度
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目
標
３
 
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
た
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
維
持
と
連
携
強
化
 

 
 
公
共
交
通
は
地
域
住
民
と
と
も
に
、
観
光
客
な
ど
の
来
訪
者
に
と
っ
て
も
重
要
な
役
割
を
担
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
の
と
里
山
空
港
や
金
沢
駅
を
つ
な
ぐ
タ
ク
シ
ー
、
路
線
・
特
急
バ
ス
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
来
訪

者
の
利
用
促
進
策
を
検
討
し
、
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
、
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
 

【
主
な
取
り
組
み
】
 

3
-
1
の
と
里
山
空
港
や
金
沢
駅
を
つ
な
ぐ
タ
ク
シ
ー
、
路
線
・
特
急
バ
ス
の
維
持
・
改
善
 

3
-
2
観
光
客
な
ど
来
訪
者
の
陸
・
海
上
公
共
交
通
利
用
促
進
策
の
造
成
 

【
目
標
指
標
】
 

 
 
■
観
光
客
・
来
訪
者
の
公
共
交
通
利
用
者
数
 

 
 
■
路
線
バ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用
者
数
 

 
 
■
公
共
交
通
の
収
支
 

 
 
■
公
共
交
通
へ
の
公
的
資
金
投
入
額
 

目
標
４
 
地
域
を
支
え
る
生
活
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
と
連
携
強
化
 

 
 
地
域
住
民
の
日
常
生
活
を
支
え
る
身
近
な
交
通
手
段
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
運
行
本
数
や
ダ
イ
ヤ
の
改
善
、
車
両
の
更
新
な
ど
利
便
性
の
向
上
を
図
り
、
福
祉
有
償
バ
ス
と
あ
わ
せ
て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
地
域

を
支
え
る
生
活
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
、
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
 

 
 
ま
た
、
公
共
交
通
と
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
効
果
的
な
運
用
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、
地
域
住
民
、
来
訪
者
問
わ
ず
、
ま
ち
な
か
へ
の
誘
客
を
促
進
し
、
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
た
「
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
シ
テ
ィ
輪
島
」

を
目
指
し
ま
す
。
 

【
主
な
取
り
組
み
】
 

4
-
1
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
便
性
向
上
 

4
-
2
福
祉
有
償
バ
ス
に
よ
る
移
動
支
援
 

4
-
3
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
公
共
交
通
と
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
効
果
的
な
運
用
 

4
-
4
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
新
た
な
運
行
形
態
（
デ
マ
ン
ド
交
通
、
互
助
に
よ
る
輸
送
）
の
導
入
検
討
（
再
掲
）
 

【
目
標
指
標
】
 

 
 
■
路
線
バ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用
者
数
 

 
 
■
公
共
交
通
の
収
支
 

 
 
■
公
共
交
通
へ
の
公
的
資
金
投
入
額
 

 
 
■
公
共
交
通
人
口
カ
バ
ー
率
 

目
標
５
 
地
域
と
共
に
支
え
る
公
共
交
通
利
用
者
意
識
の
醸
成
 

 
 
公
共
交
通
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
利
用
者
意
識
の
改
革
も
重
要
で
す
。
地
域
や
学
校
な
ど
で
の
乗
り
方
教
室
の
開
催
な
ど
、
公
共
交
通
の
利
用
意
識
を
高
め
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
に
よ
り
、
地
域
と
共
に

支
え
る
利
用
者
意
識
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。
 

あ
わ
せ
て
、
各
種
助
成
制
度
の
継
続
・
拡
充
な
ど
、
利
用
し
や
す
い
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。
 

 
 
ま
た
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
や
M
a
a
S
の
取
り
組
み
な
ど
、
利
便
性
を
高
め
る
技
術
の
導
入
や
、
環
境
に
配
慮
し
た
車
両
の
導
入
な
ど
、
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
新
た
な
公
共
交
通
の
あ
り
方
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
 

【
主
な
取
り
組
み
】
 

 
5
-
1
公
共
交
通
の
利
用
意
識
を
高
め
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
 

5
-
2
各
種
助
成
制
度
の
継
続
、
拡
充
 

5
-
3
次
世
代
に
対
応
し
た
新
技
術
の
導
入
検
討
 

【
目
標
指
標
】
 

 
 
■
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
実
施
件
数
 

■
免
許
返
納
数
、
助
成
制
度
利
用
者
数
 

■
公
共
交
通
の
認
知
度
、
満
足
度
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9
目
標
達
成
の
た
め
の
施
策
・
事
業
及
び
事
業
主
体

目
標
達
成
の
た
め
の
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
、
方
針
毎
に
施
策
の

方
向
性
、
具
体
的
な
取
り
組
み
、
実
施
主
体
及
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
整
理
し
ま
す
。
 

目
標
達
成
の
た
め
の
具
体
的
な
施
策
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
実
現
可
能
な
実
効
性
の
あ

る
短
期
的
施
策
と
、
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
次
世
代
に
受
け
継
ぎ
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可

能
な
公
共
交
通
を
目
指
す
中
・
長
期
的
施
策
を
設
定
し
ま
す
。
 

（
※
現
行
計
画
の
継
続
・
拡
充
施
策
）
 

目
標
１
　
官
民
連
携
に
よ
る
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
・
形
成

施
策
の
方
向
性

2
0
2
4

2
0
2
5

2
0
2
6

2
0
2
7

2
0
2
8

2
0
2
9

2
0
3
0

2
0
3
1

2
0
3
2

2
0
3
3

具
体
的
な
取
り
組
み

R
6

R
7

R
8

R
9

R
1
0

R
1
1

R
1
2

R
1
3

R
1
4

R
1
5

(1
)乗
り
継
ぎ
に
配
慮
し
た
ダ
イ
ヤ
の
改
善
(※
)

改
善

運
用

【
実
施
主
体
：
交
通
事
業
者
、
市
】

(1
)デ
マ
ン
ド
交
通
の
実
証
実
験
と
導
入
検
討

(※
)

実
証
実
験
導
入
検
討

【
実
施
主
体
：
交
通
事
業
者
、
民
間
事
業
者
、
市
】

(2
)地
域
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど

互
助
に
よ
る
輸
送
の
実
証
実
験
と
導
入
検
討
(※
)

実
証
実
験
導
入
検
討

【
実
施
主
体
：
地
域
住
民
、
市
】

(1
)市
広
報
に
よ
る
路
線
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
ド
ラ

イ
バ
ー
の
募
集

実
施

【
実
施
主
体
：
交
通
事
業
者
、
市
】

(2
)公
共
交
通
の
担
い
手
に
ふ
さ
わ
し
い
ド
ラ
イ

バ
ー
の
育
成

実
施

【
実
施
主
体
：
交
通
事
業
者
、
市
】

目
標
２
　
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
快
適
な
交
通
環
境
の
整
備

施
策
の
方
向
性

2
0
2
4

2
0
2
5

2
0
2
6

2
0
2
7

2
0
2
8

2
0
2
9

2
0
3
0

2
0
3
1

2
0
3
2

2
0
3
3

具
体
的
な
取
り
組
み

R
6

R
7

R
8

R
9

R
1
0

R
1
1

R
1
2

R
1
3

R
1
4

R
1
5

(1
)バ
ス
停
時
刻
表
、
路
線
図
の
改
善

実
施

運
用

【
実
施
主
体
：
交
通
事
業
者
、
市
】

(2
)市
広
報
、
住
民
説
明
会
、
H
P
、
S
N
S
な
ど

多
様
な
媒
体
に
よ
る
情
報
発
信
(※
)

実
施
・
運
用

【
実
施
主
体
：
交
通
事
業
者
、
市
】

(3
)発
信
内
容
の
一
元
化

市
内
公
共
交
通
の
路
線
、
ダ
イ
ヤ
、
助
成
制
度
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
　
な
ど
一
括
案
内
(※
)

実
施
・
運
用

【
実
施
主
体
：
交
通
事
業
者
、
市
】

(1
)文
化
会
館
・
図
書
館
と
道
の
駅
輪
島
ふ
ら
っ

と
訪
夢
・
公
共
交
通
と
の
連
携
、
利
活
用
方
策
の

検
討

検
討

活
用
方
策
の
実
施

【
実
施
主
体
：
交
通
事
業
者
、
市
】

(2
)交
通
結
節
点
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

検
討

実
施

【
実
施
主
体
：
交
通
事
業
者
、
地
域
住
民
、
市
】

2
-
2
関
連
施
設
整
備
（
文
化
会
館
・
図
書
館
）
も
含

め
た
交
通
結
節
点
（
道
の
駅
輪
島
ふ
ら
っ
と
訪
夢
）

の
機
能
強
化
の
検
討

1
-
1
民
間
路
線
バ
ス
、
離
島
航
路
、
行
政
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
乗
り
継
ぎ
利
便
性
向
上

1
-
2
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
新
た
な
運
行
形
態
の
導

入
検
討

1
-
3
事
業
者
担
い
手
（
ド
ラ
イ
バ
ー
）
の
確
保

2
-
1
誰
で
も
分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
へ
の
改
善

（
計
画
全
体
見
直
し
に
よ
る
事
業
継
続
・
変
更
・
廃
止
を
判
断
）

（
計
画
全
体
見
直
し
に
よ
る
事
業
継
続
・
変
更
・
廃
止
を
判
断
）

（
計
画
全
体
見
直
し
に
よ
る
事
業
継
続
・
変
更
・
廃
止
を
判
断
）

（
計
画
全
体
見
直
し
に
よ
る
事
業
継
続
・
変
更
・
廃
止
を
判
断
）

（
計
画
全
体
見
直
し
に
よ
る
事
業
継
続
・
変
更
・
廃
止
を
判
断
）

（
計
画
全
体
見
直
し
に
よ
る
事
業
継
続
・
変
更
・
廃
止
を
判
断
）

（
計
画
全
体
見
直
し
に
よ
る
事
業
継
続
・
変
更
・
廃
止
を
判
断
）

（
計
画
全
体
見
直
し
に
よ
る
事
業
継
続
・
変
更
・
廃
止
を
判
断
）

（
計
画
全
体
見
直
し
に
よ
る
事
業
継
続
・
変
更
・
廃
止
を
判
断
）

▼
上
位
計
画
、
事
業
進
捗
達
成
状
況
に
基
づ
き
、
事
業
全
般
を
見
直
し

▼
上
位
計
画
、
事
業
進
捗
達
成
状
況
に
基
づ
き
、
事
業
全
般
を
見
直
し
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目
標
３
　
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
た
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
と
連
携
強
化

施
策
の
方
向
性

2
0
2
4

2
0
2
5

2
0
2
6

2
0
2
7

2
0
2
8

2
0
2
9

2
0
3
0

2
0
3
1

2
0
3
2

2
0
3
3

具
体
的
な
取
り
組
み

R
6

R
7

R
8

R
9

R
1
0

R
1
1

R
1
2

R
1
3

R
1
4

R
1
5

(1
)の
と
里
山
ふ
る
さ
と
タ
ク
シ
ー
、
穴
水
輪
島

線
・
輪
島
特
急
線
の
運
行
本
数
維
持

運
用

【
実
施
主
体
：
交
通
事
業
者
、
関
係
団
体
、
市
】

(2
)穴
水
線
・
町
野
線
と
輪
島
特
急
線
の
乗
り
継

ぎ
に
配
慮
し
た
運
行
ダ
イ
ヤ
の
改
善
(※
)

実
施

運
用

【
実
施
主
体
：
交
通
事
業
者
、
市
】

(1
)公
共
交
通
と
連
携
し
た
観
光
旅
行
商
品
の
造

成
(※
)

検
討

活
用
方
策
の
実
施

【
実
施
主
体
：
交
通
事
業
者
、
民
間
事
業
者
、
関
係
団
体
、
市
】

(2
)公
共
交
通
と
わ
じ
ま
観
光
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ

の
連
携

実
施

運
用

【
実
施
主
体
：
交
通
事
業
者
、
関
係
団
体
、
市
】

(3
)公
共
交
通
・
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
利
用
し
た

イ
ベ
ン
ト
開
催
(※
)

検
討

活
用
方
策
の
実
施

【
実
施
主
体
：
交
通
事
業
者
、
民
間
事
業
者
、
関
係
団
体
、
市
】

3
-
1
の
と
里
山
空
港
や
金
沢
駅
を
つ
な
ぐ
タ
ク

シ
ー
、
路
線
・
特
急
バ
ス
の
維
持
・
改
善

3
-
2
観
光
客
な
ど
来
訪
者
の
陸
・
海
上
公
共
利
用
促

進
策
の
造
成

（
計
画
全
体
見
直
し
に
よ
る
事
業
継
続
・
変
更
・
廃
止
を
判
断
）

※
計
画
全
体
見
直
し
に
よ
る
事
業
継
続
・
変
更
・
廃
止
を
判
断

（
計
画
全
体
見
直
し
に
よ
る
事
業
継
続
・
変
更
・
廃
止
を
判
断
）

▼
上
位
計
画
、
事
業
進
捗
達
成
状
況
に
基
づ
き
、
事
業
全
般
を
見
直
し

目
標
４
　
地
域
を
支
え
る
生
活
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
と
連
携
強
化

施
策
の
方
向
性

2
0
2
4

2
0
2
5

2
0
2
6

2
0
2
7

2
0
2
8

2
0
2
9

2
0
3
0

2
0
3
1

2
0
3
2

2
0
3
3

具
体
的
な
取
り
組
み

R
6

R
7

R
8

R
9

R
1
0

R
1
1

R
1
2

R
1
3

R
1
4

R
1
5

(1
)各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
本
数
、
ダ
イ

ヤ
の
改
善
(※
)

実
施

運
用

【
実
施
主
体
：
交
通
事
業
者
、
市
】

(1
)関
連
部
局
と
連
携
し
た
積
極
的
な
情
報
発
信

と
利
用
促
進
(※
)

実
施

運
用

【
実
施
主
体
：
交
通
事
業
者
、
地
域
住
民
、
市
】

(1
)公
共
交
通
・
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
利
用
し
た

イ
ベ
ン
ト
開
催
(※
)(
再
掲
)

検
討

活
用
方
策
の
実
施

【
実
施
主
体
：
交
通
事
業
者
、
民
間
事
業
者
、
関
係
団
体
、
市
】

(2
)沿
線
企
業
ス
ポ
ン
サ
ー
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
開

催
(※
)

検
討

活
用
方
策
の
実
施

【
実
施
主
体
：
交
通
事
業
者
、
民
間
事
業
者
、
関
係
団
体
、
市
】

(1
)デ
マ
ン
ド
交
通
の
実
証
実
験
と
導
入
検
討

(※
)(
再
掲
)

実
証
実
験
導
入
検
討

【
実
施
主
体
：
交
通
事
業
者
、
民
間
事
業
者
、
市
】

(2
)地
域
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど

互
助
に
よ
る
輸
送
の
実
証
実
験
と
導
入
検
討

(※
)(
再
掲
)

実
証
実
験
導
入
検
討

【
実
施
主
体
：
地
域
住
民
、
市
】

4
-
3
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
公
共
交
通
と
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
の
効
果
的
な
運
用

4
-
1
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
便
性
向
上

4
-
2
福
祉
有
償
バ
ス
に
よ
る
移
動
支
援

4
-
4
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
新
た
な
運
行
形
態
の
導

入
検
討
（
再
掲
）

（
計
画
全
体
見
直
し
に
よ
る
事
業
継
続
・
変
更
・
廃
止
を
判
断
）

（
計
画
全
体
見
直
し
に
よ
る
事
業
継
続
・
変
更
・
廃
止
を
判
断
）

（
計
画
全
体
見
直
し
に
よ
る
事
業
継
続
・
変
更
・
廃
止
を
判
断
）

（
計
画
全
体
見
直
し
に
よ
る
事
業
継
続
・
変
更
・
廃
止
を
判
断
）

▼
上
位
計
画
、
事
業
進
捗
達
成
状
況
に
基
づ
き
、
事
業
全
般
を
見
直
し



1
8
 

目
標
５
　
地
域
と
と
も
に
支
え
る
、
公
共
交
通
利
用
者
意
識
の
醸
成

施
策
の
方
向
性

2
0
2
4

2
0
2
5

2
0
2
6

2
0
2
7

2
0
2
8

2
0
2
9

2
0
3
0

2
0
3
1

2
0
3
2

2
0
3
3

具
体
的
な
取
り
組
み

R
6

R
7

R
8

R
9

R
1
0

R
1
1

R
1
2

R
1
3

R
1
4

R
1
5

(1
)地
域
、
学
校
で
の
公
共
交
通
乗
り
方
教
室
の

開
催

実
施

運
用

【
実
施
主
体
：
交
通
事
業
者
、
地
域
住
民
、
市
】

(1
) 
各
種
助
成
制
度
の
継
続
、
拡
充
(※
)

実
施

運
用

【
実
施
主
体
：
市
】

(1
)交
通
系
IC
カ
ー
ド
な
ど
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

の
導
入
や
M
a
a
S
な
ど
次
世
代
型
サ
ー
ビ
ス
提
供

の
検
討

検
討

導
入
方
策
の
検
討

【
実
施
主
体
：
交
通
事
業
者
、
民
間
事
業
者
、
関
係
団
体
、
市
】

(2
)E
V
、
F
C
V
な
ど
次
世
代
型
環
境
配
慮
型
車

両
の
導
入
(※
)

検
討

導
入
方
策
の
検
討

【
実
施
主
体
：
交
通
事
業
者
、
民
間
事
業
者
、
関
係
団
体
、
市
】

5
-
1
公
共
交
通
の
利
用
意
識
を
高
め
る
モ
ビ
リ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践

5
-
2
各
種
助
成
制
度
の
継
続
、
拡
充

5
-
3
次
世
代
に
対
応
し
た
新
技
術
の
導
入
検
討

（
計
画
全
体
見
直
し
に
よ
る
事
業
継
続
・
変
更
・
廃
止
を
判
断
）

（
計
画
全
体
見
直
し
に
よ
る
事
業
継
続
・
変
更
・
廃
止
を
判
断
）

▼
上
位
計
画
、
事
業
進
捗
達
成
状
況
に
基
づ
き
、
事
業
全
般
を
見
直
し



1
9
 

方
針
と
目
標
、
施
策
の
体
系
図

２
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
 

快
適
な
交
通
環
境
の
整
備
 

■
路
線
バ
ス
、
離
島
航
路
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用
者
数
 

（
1
,2
,3
,4
,5
）
 

■
公
共
交
通
の
収
支
 

（
1
,3
,4
）
 

■
公
共
交
通
へ
の
公
的
資
金
投
入
額
 

（
1
,3
,4
）
 

■
既
存
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
デ
マ

ン
ド
交
通
の
公
的
資
金
投
入
額
 

（
1
）
 

■
公
共
交
通
人
口
カ
バ
ー
率
 

（
1
,4
）
 

■
官
民
が
連
携
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
確

保
に
向
け
た
取
り
組
み
実
施
件
数
、

採
用
者
数
 

（
1
）
 

■
公
共
交
通
の
認
知
度
、
満
足
度
 

（
2
,5
）
 

■
観
光
客
・
来
訪
者
の
公
共
交
通
利

用
者
数
 

（
3
）
 

■
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

実
施
件
数
 

（
5
）
 

■
免
許
返
納
数
、
助
成
制
度
利
用
者

数
 

（
5
）
 

Ⅰ
地
域
住
民
の
た
め
の
持
続
 

可
能
な
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の

確
保

Ⅱ
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
た
 

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
 

形
成

１
官
民
連
携
に
よ
る
 

利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
 

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
 

維
持
・
形
成
 

Ⅲ
地
域
と
共
に
支
え
る
 

公
共
交
通
機
関
の
維
持
と
 

利
用
促
進

３
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
た
 

広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
 

維
持
と
連
携
強
化
 

５
地
域
と
と
も
に
支
え
る
 

利
用
者
意
識
の
醸
成
 

目
標
 

目
標
指
標
(目
標
番
号
) 

施
策
・
取
り
組
み
 

基
本
方
針
 

1
-
1
民
間
路
線
バ
ス
、
離
島
航
路
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
乗
り
継
ぎ
利
便
性
向
上
 

(1
)乗
り
継
ぎ
に
配
慮
し
た
ダ
イ
ヤ
の
改
善
 

1
-
2
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
新
た
な
運
行
形
態
の
導
入
検
討
 

 
(1
)デ
マ
ン
ド
交
通
の
実
証
実
験
と
導
入
検
討
 

(2
)地
域
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
互
助
に
よ
る
輸
送
の
実
証
実
験
と
導
入
検
討
 

1
-
3
事
業
者
担
い
手
（
ド
ラ
イ
バ
ー
）
の
確
保
 

(1
)市
広
報
に
よ
る
路
線
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
募
集
 

(2
)公
共
交
通
の
担
い
手
に
ふ
さ
わ
し
い
ド
ラ
イ
バ
ー
の
育
成
 

４
地
域
を
支
え
る
 

生
活
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
 

維
持
と
連
携
強
化
 

2
-
1
誰
で
も
分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
へ
の
改
善
 

 
(1
)バ
ス
停
時
刻
表
、
路
線
図
の
改
善
 

(2
)市
広
報
、
住
民
説
明
会
、
H
P
、
S
N
S
な
ど
多
様
な
媒
体
に
よ
る
情
報
発
信
 

(3
)発
信
内
容
の
一
元
化
（
市
内
公
共
交
通
の
路
線
、
ダ
イ
ヤ
、
助
成
制
度
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
 
な
ど
一
括
案
内
）
 

2
-
２
関
連
施
設
整
備
（
文
化
会
館
・
図
書
館
）
も
含
め
た
交
通
結
節
点
（
道
の
駅
輪
島
ふ
ら
っ
と
訪
夢
）
の
機
能
強
化
の
検
討
 

 
(1
)文
化
会
館
・
図
書
館
と
道
の
駅
輪
島
ふ
ら
っ
と
訪
夢
・
公
共
交
通
と
の
連
携
、
利
活
用
方
策
の
検
討
 

(2
)交
通
結
節
点
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
 

3
-
1
の
と
里
山
空
港
や
金
沢
駅
を
つ
な
ぐ
タ
ク
シ
ー
、
路
線
・
特
急
バ
ス
の
維
持
・
改
善
 

(1
)の
と
里
山
ふ
る
さ
と
タ
ク
シ
ー
、
穴
水
輪
島
線
・
輪
島
特
急
線
の
運
行
本
数
維
持
 

(2
)穴
水
輪
島
線
・
輪
島
特
急
線
の
乗
り
継
ぎ
に
配
慮
し
た
運
行
ダ
イ
ヤ
の
改
善
 

3
-
2
観
光
客
な
ど
来
訪
者
の
陸
・
海
上
公
共
利
用
促
進
策
の
造
成
 

 
(1
)公
共
交
通
と
連
携
し
た
観
光
旅
行
商
品
の
造
成
 

 
(2
)公
共
交
通
と
わ
じ
ま
観
光
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
の
連
携
 

(3
)公
共
交
通
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
開
催
 

4
-
1
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
連
携
強
化
 

 
(1
)路
線
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
と
連
携
し
た
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
本
数
、
ダ
イ
ヤ
の
改
善
 

4
-
2
福
祉
有
償
バ
ス
に
よ
る
移
動
支
援
 

 
(1
)関
連
部
局
と
連
携
し
た
積
極
的
な
情
報
発
信
と
利
用
促
進
 

4
-
3
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
公
共
交
通
と
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
効
果
的
な
運
用
 

 
(1
)公
共
交
通
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
開
催
（
再
掲
）
 

 
(2
)沿
線
企
業
ス
ポ
ン
サ
ー
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
開
催
（
商
店
街
買
物
・
乗
車
券
・
レ
ン
タ
ル
チ
ケ
ッ
ト
 セ
ッ
ト
販
売
 
な
ど
）
 

4
-
4
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
新
た
な
運
行
形
態
の
導
入
検
討
（
再
掲
）
 

 
(1
)デ
マ
ン
ド
交
通
の
実
証
実
験
と
導
入
検
討
（
再
掲
）
 

(2
)地
域
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
互
助
に
よ
る
輸
送
の
実
証
実
験
と
導
入
検
討
（
再
掲
）
 

5
-
1
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
 

 
(1
)地
域
、
学
校
で
の
公
共
交
通
乗
り
方
教
室
の
開
催
 

5
-
2
各
種
助
成
制
度
の
継
続
、
拡
充
 

5
-
3
次
世
代
に
対
応
し
た
新
技
術
の
導
入
検
討
 

 
(1
)交
通
系
IC
カ
ー
ド
な
ど
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
導
入
や
M
a
a
S
な
ど
次
世
代
型
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
検
討
 

(2
)E
V
、
F
C
V
な
ど
次
世
代
型
環
境
配
慮
型
車
両
の
導
入
 



2
0
 

1
0
計
画
達
成
状
況
の
評
価
 

1
0
-
1
 
計
画
の
推
進
体
制
 

本
計
画
に
示
す
基
本
方
針
、
計
画
の
目
標
、
目
標
達
成
の
た
め
の
施
策
・
事
業
に
即
し
て
、
実
施
方
法
、
役
割
分
担
、

予
算
措
置
な
ど
、
事
業
の
実
施
に
向
け
た
よ
り
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

検
討
・
推
進
に
あ
た
っ
て
は
庁
内
関
係
課
の
み
な
ら
ず
、
庁
内
関
連
部
局
及
び
交
通
事
業
者
、
関
係
団
体
、
民
間
事

業
者
、
地
域
住
民
な
ど
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
緊
密
に
連
携
し
、
協
働
で
事
業
を
行
う
こ
と
（
共
創
）
に
よ
っ

て
、
よ
り
効
果
的
な
成
果
に
繋
げ
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
公
共
交
通
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。 

1
0
-
2 
計
画
の
進
捗
管
理
 

各
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
事
業
は
、
２
～
５
年
程
度
の
ス
パ
ン
で
取
り
組
み
、
 
着
実
に
成
果
を
上
げ
る
公
共
交

通
に
関
す
る
短
・
中
期
的
目
標
と
総
合
計
画
や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、
立
地
適
正
化
計
画
と
連
動
し
た
ま
ち
づ

く
り
全
体
に
関
す
る
長
期
的
目
標
（
１
０
年
程
度
）
の
２
段
階
で
取
り
組
み
ま
す
。
 

計
画
期
間
は
お
お
む
ね
1
0
年
と
す
る
も
の
の
、
毎
年
の
定
期
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
実

施
し
、
5
年
ご
と
に
計
画
全
体
を
見
直
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
し
ま
す
。
 

毎
年
の
定
期
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
目
標
の
達
成
状
況
を
定
量
的
・
客
観
的
に
評
価
す
る
た
め
の
公
共

交
通
利
用
者
数
な
ど
の
数
値
指
標
を
継
続
的
に
収
集
・
分
析
し
、「
（
仮
称
）
輪
島
市
地
域
公
共
交
通
協
議
会
」
で
評
価

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
計
画
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ

を
目
指
し
ま
す
。
 

ま
た
、
中
間
年
の
令
和
1
0
年
度
で
は
総
合
計
画
な
ど
の
上
位
計
画
の
見
直
し
と
国
の
制
度
の
変
更
や
社
会
経
済
状

況
の
変
化
、
地
域
特
性
、
利
用
状
況
及
び
計
画
の
進
捗
状
況
を
勘
案
し
、
計
画
全
体
を
実
態
に
即
し
た
実
効
性
の
あ
る

計
画
へ
と
見
直
し
を
行
い
、
次
年
度
以
降
の
計
画
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。
 

行
政
 交
通
事
業
者

地
域
住
民

民
間
事
業
者

関
係
団
体

緊
密
に
連
携
し
、
協
働
で
取
り
組
み
＝
「
共
創
」
 

持
続
可
能
な
公
共
交
通
を
実
現
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2
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2
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2
0
2
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2
0
3
0

2
0
3
1

2
0
3
2

2
0
3
3

長
期
的

P
la
n

短
・
中
期
的

P
la
n

達
成
状
況
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価

改
善
と
反
映

事
業
計
画
と
実
施

C
h
e
c
k

A
c
ti
o
n

P
la
n
見
直
し

D
o

次
期
計
画

D
o

D
o

見
直
し
に
よ
る
新
た
な
短
・
中
期
的
P
la
n

D
o

D
o

注
）
青
色
網
掛
け
の
矢
印
が
当
初
に
本
計
画
で
策
定
す
る
P
la
n
















